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BEET RT REA OF IN Me CORR EAT ay た 6 
。 ARERC IS & SNE LO ICA LOIRE cio Ran 
BOHES 2 Fk >, Bin LMEINEEO 1 be a ie@tsCo Ime Hemi 
BOWE EIS ENED CIEL Bi 2H 2 zn. phoDE 
Ne SADE B82 620 0, ACEO X OTTER OF OM 
enka bh, 叉 一 方 に (LSS EEO Se EBS As ETE 23 2 6 れ , SED ABT HN ie 
TORS RENCE CED られ た る も の あ 0。 cHGOM OREN: 
KS PMES 2G S AM LIC Hit WN PAROEED & (2, 20) ent 
性 の 測定 に 従事 せ の 。 

胡 津 教授 に 従 へ ば 今 AX CAR A 6 AU DHL O AN S SUL CHR 
BEF RRO b= ABA EF ~3 IO. RIM He ty aes 


S: Ko and $, Tsurumi, Proc. I. A., 9, 269~279, (1933), 
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Hn hieit Ot OAL SKC ST BEER, HABE C RES ii CHE S BG 
あり 。 LMS + MEOBMCT & TOMA Ewa WEBOMINE & THLE 
SKB LOBRLAT Sb OD SSBLOMMC A WHE rr Lb MRD SZ 
OWL Ewes 


本 概 報 に 記す る 毛 は 上 逃 の 如く 異種 雲母 の 一 般 的 概念 を 得る 目的 を 以 で 


その 屈折 牽 及び 光 軸 角 を 測定 し , 6 OR RV (A し て 相互 の 開 係 を 
BULA LFAZDARO, BEKO MARMEO MABE TOMAR OFF 
Ai FORTEC EL し て 開 係 す ぁ る も の な れ ば 磯 物 の 全般 的 本 質 を 論 ず 
る 基本 的 資料 と し て は 唯 を の 一 因 と な す を 得 べ きのみ 。 
ZERORR 

RVR HAO CAML AIO MN <, GRIER X (LSS PAA SL 
( 約 5 RUS) な る を以て て, (001) (CA AOM ele O TI EC HS TT 
AS を 測定 せめ 。 COMER LIDD 6S AMEE 2D CHER OIE 
72~ 0 。 BER LACS T 1 及び 或 る 場合 に は 8 を る も 測定 せめ 。 BPO 
測定 は 常に 浸 液 法 に よめ, 叉 光 軸 角 (2E) は Mallard の 恒 敷 を 使用 し て 測 
定 せ る も の な り 0。 

これ ら 測 定 の 結果 を 弧 括 せる も の は 第 一 表 な り め , 同 表 に 於 て は 屈折 牽 
の 小 な る も の より 増加 の 順序 に 排列 せめ 。 Hid HMB DH BE be 
WENT Sil 便 な らし むべ さく, AEROS eS UT 雲母 族 の 類別 
を 試み , 之 を 賠 表 的 に 示せ る も の な のり 。 賠 中 横 軸 は 寧 に 雲母 種 を 比 列 せる 
に 止ま 0, 特別 の 寧 位 を と れる も の に あら ず 。 即ち 同類 に 属す る も の と 参 
66 > SERCO T, BO 7 の 最小 及び 最大 の も OVS OMI 
3, COMME] 27S S 直線 上 に 中 間 の 値 を 有する 同一 群 の 雲母 の y を と 
れ 0。 但 し 近接 せる 値 の も の は 混雑 を 民 く べく 多少 の 移動 を 行 ひ 園 示せ 0 。 
淡 に 各 7 RACHEL S o MAME OAR, CILG OME MET Te ABE 
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に 下部 線 を 引け 

彫 上 に 於 て 終 線 の 長き さき を以て 知る を 得 べ し 。 
aa ee 

第 = 表 
Th 物 名 産 地 Rk 摘 - 要 ot B YORE 

1 KeP'doliteC?) seer 7 _LiiCueat te) 1-539 | 1-567 | 1-569" [55° 

| 2 [Phlogopite(? ) Ceylon. (biotite in Jabel) 1.545 | verses 1-581 |10° 

| 8 |Phlogopite oe eer 1546 | ---- 1-584 | 0° 

| 4 |Phlogopite BY fee: a SS wa SES CL RU SE 1-552 | eee 1-588 | 6°30’ | 

5 |Phlogopite Hall, Quebec, Canada. DOB | cree 1-589 |16°30" 

| 6 |Phlogopitec?’) iseytHd 7 Eup tee 1-588 | 1-589 |51° 

| 7 |Phlogopite BN fee ie SAG Ts NAS BO 1-558 | ------ 1-592 | 0° 
8 |Muscovite No. 38 | 近江 田 ノ 上山 658 | 1-588 | 1-592 |74° 
Pagmoropite CDT Hy 7 ak (lise wy Seas co jcret ye | sce 1-595 |0°~10° 
10 |Muscovite WEF LU CBEYRZE hid AD 1-559 |1-591 | 1-595 74° 
11 |Muscovite Loc. unknown. (Ai ED 1-562 | 1-594 | 1-596 |76°30/ 
12 |Phlogopite RES BAL ey 1-563 | +++ 1-597 | 0° 

| 13 |Muscovite iS 1] Ccordierite shell) | sss 1-594 | 1-597 |74°20’ 
13’ | Muscovite FPWR GE E20 mC! WD 1-565 |1-597 | 1-601 |66°30" | 

| 14 |Muscovite AAI WY Fl A CFE -565 | 1-597 | 1-603-|74° 
15 |Muscovite Bamle, Norway. 1-566 | 1-603 | 1-605 |70° 
16- |Biotitic-phlogopite) 43H 3, (basalt ) TOO (Sipe eae: 1-605 |23°30’ 

17 |Biotite Loc. unknown()} [ai J) 1-555 | s+ 1-605 | 6 30 

| 18 |Biotite PTH GY BRIS AT Zee RG OG 1.608 | 9° 

| 19 |Biotite 峰寺 帆 Cnucleus of ball’) 1.578 |1.630 |1.633 [1123 
20 |Biotite Langesund, Norway. 1-580 | «+++: 1-633 | 0° 

| 21 |Biotite 4431] (matrix of orbicular rock), 1-580 | ……… 1-636 |10° 

| 22 |Biotite =F Ce gD APRS tecen- 1-641 | 0? 
23 |Biotite Mt. Royal.Cessexite) 1-584 | ster 1-644 |33° 
24 |Biotite Bilin, Bohmen. L586) > +403: 1-648 | 0° 
25 |Biotite WEE (1 CAR AE RAED L591 | vee 1-652 |20° 
26 |Biotite = AUC CARD 028 D 1-589 | rr 1-655 | 0° 

| 27 |Biotite (3 pe kentallenite’) 1-589 | 1-653 | 1-656 |47°30/ 

28 Biotite BHP ec TERR BEAL CAE Bi Peet) 1-588 | …… L657 | 0° 
29 |Lepidomelane Miask, Ural. CH¥€k fa) 604 | asians 1-676 | 0° 

| 30 |Biotite AN ERA AN CORA 1-592 | 1-669 | 1-676 |46°30/ 
31 |Biotite FUN ABA ARAN CRE 41D 1-593 | 1-678 | 0° 
32 |Lepidomelane = 4 JIN MY CHE FBR) 1-607 | +--+ 1-681 |33° 

| 33 |Anomite SHR CR 8 fet) 1-597 | vee 1-703 |23°30/ 
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結果 の 考察 
資 験 に 使用 せる 受 還 類 を 光 尋 性質 上 よめ り 華 分 すれ ば 第 一 園 に 見 る が 如く 
炊 の 5 類 と な す を 得 べ し 。 
第 一 男 
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C1) Lepidolite group. 田 2 ノ 上山 産 COD は 屈折 牽 は 低く , (7-0) BR 
小 な る こと , RO2E AMORA ERA LATS Bik Oy vv BRC 
属す る も の と せり め の 。 AW? LGA) & OMB BO IKE bE 
2E が 近似 せる た め 同 類 と し て 取扱 へ 0 。 然るに これ ら と 同類 の 雲母 の 試 
料 は 少く 陳 者 の 関係 を 知る に 由 な き を を以て, Kunitz OKO ) vv EAE 


1) W. Kunitz, Neues J. B. Bbd. 50, 394~395, (1924). 
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ORK 22 5) DtBEH LORMRPBAC LS tO, 即ち 第 一 園 と 同様 に 


第 二 表 の KBAR EAR せる も の は 第 二 園 に し て , lepidolite & zinnwal- 


dite と の 間 に は 光 謀 性 質 上 に 完全 な る 直線 的 連 績 性 が 存在 せ 9。 第 二 園 に 
併記 せる が 如く 田 ノ 上 山 産 の 1 は lepidolite (=, 李 は zinnwaldite に 局 す る 
ED LGRAREN Lo 

Ea = Ea 


io 名 we th hk WM 要 a B y |@E& 
1 |Lepidolite Epprechtstein 1.5295| 1-5525! 1.5563 74°52” 
2 Lepidolite Penig, Auersdorf. 1-5329] 1-5574] 1-5617/70°58/ 
3 |Lepidolite Antaboko. 1.5307| 1-5570) 1-5621)74°0" 
4 |Lepidolite Indiakowa, Mursinsk. 1.5371| 1.5626 1-5662' 65°23” 
@® |LepidoliteC?) | 近江 田 フ 上山 C 淡 紅色 う 1.539 | 1-567 |1.569 155° 
5 |Zinnwaldite Schlaggenwald, Bohmen, 1.5485) 1.5754| 1-5792'50° 6” 
6 |Zinnwaldite Zinnwald, Erzgebirge. 15511] 1-5777| 1-5812)47°30/ 
7 |Zinnwaldite Altenberg, Erzgebirge. 1.5572| 1-5850} 1-5876)36°20/ 
© ? YL 7 EMICRMGD Joe 1588.) bso jot 
ei lepidolite group に 於 TlH 


BPE & (LBL ad & OBR ILE 
だ 後 雑 な れ ど も , Kunitz に よれ 
ば 屈折 卒 の 増加 並び に 光 軸 角 の 
減少 と と も に , LigO は 減少 し , 
FeO+MnO は 増加 す と 言 ひ , 叉 
リ vv BEE O MINEO MOE 
類 に 比 し て 小 な る ぁ 々 は 特に 北 素 含 
量 の 大 な る に 因 る も の と せり のり 。 
(II) Muscovite group 215=70° 前 後 の 雲母 を 1 群 と も し, Z% musco- 
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Ait 22 BME L, MDFARD se Ml & IES EMSS AL OG eARF 4 muscovite 
group OJP ABO Hib ACH Ck ABB phlogopite groarp の それ よ 


enn 
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め 高けれ ども , (7-2) は 雨 者 路 類 似せ り 。 COKBEOM REMC Kunitz 
の 化 幌 分 析 結 果 に 於 て 見 る が 如く ALL Fe と の 置換 に 闘 係 す る も の と 参 
へ ら る 。 同氏 は muscovite group OMIM CBS S oO s SME 
w=1.5514~1.5719 ; 2E=80° 40’ ~58° 10 ORE] PAT ALOERO.< itt 
範 園 が 果して 正しき も の と せ ば は, 余 の 測定 せる 試料 は 概して TARPS 
属す る も の 多き こと ゝ な り の , MBALERL OMBSHONS LDL BAN LO 
白雲 母 試料 の ぅ ち , 石川 町 和久 産 C14) RU ARE 18) eS bd Ae 
(AA RS % REE L, KEEL LED 外観 を 有 す 。 外 廊 は 一 般 に 不 
完全 の も の 多き も, 石川 産 の 例 を 賠 示 すれ ば 第 三 園 の 如く , BHM RIL 
HARRIS Et LS 60* の 傾 を 有 す 。 然 れ ども 光 軸 面 は 常に いづ れ の 部 分 に 於 て 
も 中軸 に 政行 な り 。 本 雲母 の 打 像 Cpercussion figure) % FL 4 (= ER hal の 
如く 中 軸線 及び 光 軸 面 に 詩 Ua 76 Oo BCPA BROW RACH Di 
く , 光 軸 面 に 算 直 な る 主 裂 線 の 方 向 が b (010) 面 の 楼 に 下行 な り と すれ ば , 
AA AKASH DB PHERO Ak bd HI—-EKT SIL» KSEY. 

第 = CIID Phlogopite group PLB A, ど 百 雲母 
= BMDAE SS Dk OMNIA BEHRMAN 2 fl 
類 に て , FEHNAAD Mh 75 BF (QE=O'~20° OO) — Fk 
phlogopite group & Fuikl, ZOLBEAO BA 
*eWOBEE & SOREL Oo ARO PARLE LT 
muscovite group よめ 低けれ ども ,(7-〆〕 IRI 
EO, 626 TROBMEIS & ISEBE HET 
る に 難 か ら ざれ ども, 光 軸 角 に は 全く 規則 性 を 認 
むる を 得 ず 。 か く て この group は 光 軸 角 の 相 培 に 


Ar \\ My Fl AE A 
OBB bh SLIT &O BEBE LISA DN 分 離せ し め 得 れれ ども, 次 


に 輝 ぶ る 雷雲 坪 群 と の 間 に は 密接 な る 開 係 存在 せり 。 然 れ ども 完全 な る 連 


Phe 
oo Lane, rs 
i 


nee MoH Ok A 7907) 


Wien S Co LAH —IBICILS (7-&) OMIMEIE & DRAMA 2 Dt し 。 

—ABAS SEPRER ISLS Da < Mg と Fe” & DBP k ATER AAR 
OW %e th LSB: LERESEL LO 間 に る も 期待 する こと は 可能 な らん る , 他 成 
DORR TPA LI HLS» Re ALT NSS SBAME 0.0 
Kunitz 2 3-J2U SLi 2S BEDI O TA Ae AS ALEC BF UBL a I 
phlogopite part と biotite part £ OPICABEEK ABD O, 前 者 の 屈折 
ZS HARRI PIE PLO 。 こ の 原因 は phlogopite に は OH SAMUTH 
多量 の ド が 含ま る ヽ ゝ に 因 る も の と せり 。 果して これ を phlogopite の 特性 と 
WANS PEPE BS OME Oo 

試料 中 朝鮮 産 雲母 (3, 4, 7,12) hit kA ¢ phlogopite に 属す る こと は 
その 成因 上 注意 すべ き 一 事 辻 な り と 思 療 せら る 。 

(IV) Biotite group こ ゝ に biotite と 稀 す る は 第 一 園 に 於 て 試料 番 貴 16 
~32 を 抱合 する も の と す 。 今 この 一 群 を 通 監 する に 屈折 卒 は phlogopite に 
接 績 せる 部 分 よめ 蘭 炊 増加 する と 同時 に , (7 -〆) も 恋 増大 し , 同一 系 統 に 局 
す と 参 へ し むべ き 開 係 を 示す 。 光 軸 角 に は 一 定 の 規則 性 を 認 む る を 得 ざ れ 
ども その 値 は 概して 小 な り 。 この biotite group (LH TIER S 6 » LAR 
の 範 園 内 に 於 て 庄 雲 母 は 3 個 記 に 分 擦 せ る 傾向 を 示す こと な り 。 KIA | 
PRCA Ao 

JEAOR bE 3S Hise lad phlogopite group に 接近 し , 苦 土 雲母 と 鐵 雲 母 
b OMSL MES LD LG GS, COMAMICMS SNE HE 
PECLG) CBB UC SSE BELA t OAL Lt, と を diotitic-phlogopite 
と 呼ば れ た り し が , TOBMMS LK AMBLO HHHEOME LO も 容 
BiG LES Le KE BEZ AO (7-x) (LHD phlogopite group 2 3% 


1) W. Kunitz, Loc. cit., p. 380. 
2) S. Kézu and S. Tsurumi, Proc, I. A., 9, 269~272, (1983). 
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), 8A biotite group ORPAALY SAT OMBDHOMRIAL> JOR 
成分 の 甚だ 少量 (0.2976) 75D HIE KO PE UG SDH Lo 


HAI BL SROSNY 集まり , WHR L MTS も の は 
ZCBSo EON EWC BO EEL RSVR NG ERO 


Mea PILI & Mg と Fe’ £56475 SAR EHEEL LU. MINED 
光 軸 角 に は 簡 寧 な る 開 係 を 見 ず , HEU lid (a SF BOS SIL EHE DT, 
中 に は 鳥越 産 kentallenite の 成分 を な す 窟 色 雲 母 (27) の 如く 比 軟 的 犬 な 


る 光 軸 角 を 有する も の あり , TORIC LCA TREO Ht 


_ ら る ゝ 所 あめ 9 り た 02。 

ZREOREELLL wal phlogopitic biotite と の 間 に 容 際 を 見 る は 試料 粗 
の 不足 に よる 偶然 の 結果 な りや , 或 は 他 に 原因 の 存する や は 今 収 か に 決定 
する を 得 ず 。 

最後 に 屈折 率 の 最も 高き 部 分 は 石川 産 ($2) 及び Miask 産 (29) BROIL 
外 成 分 に より 知る が WM ¢ GREG} Clepidomelane) に 局 す 。 WILLOW 
BBO AEM B ACIS 2 LSMOMPREIS kt —AUR RRR 


2 (OH) #447 FH IC 反 し , lepidomelane は 8 (OH) を 有 し , FETROE EY , 


TAC AMES REE RS &OH BURG HI « 

石川 産 見 石 (30, 31) LIES 7 が lepidomelane に 接近 せる 理由 に より 同 
所 に 置か れ た れ ど も , MAARBLOMMM LA Gh, FOKSMEEIE 
黒 圭 母 疾 と 同 叶 に 比較 する は 適 営 な ら ず 。 AR LIB 2 ERE 2 REE 
の 上 に 彼 入 相似 通 へ る 台 あ る は 注意 すべ き な り 。 


1) S. Kézu, Sci. Rept. Tohoku Imp. Univ., Ser. 2, Vol. 2, p. 3, (1914). 
2) HEEL, 観 見 志津 夫 , 2 OR RA, 2, 211~224, (昭和 4 年 う . 
3) 鶴見 志津 夫 , BABA, 7, 27~28, (昭和 7 年 う . 

4) mM, HARCZB, 上 田 潤 一 , 地球 , 10, 13~22, (昭和 3 48). 
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CV) Anomite = JAK IHE anomite (33) 46 Fa BIRO 7 L, 
DCMI O—PRILTRLIS UCB 7 2 <1 ROB AS BD 
の みな ら ず , COTE OGG LH OREEC 比 し て RHI ARS 
薩 等 より 本 分 類 上 特別 の 位置 に 取扱 へ 0 。 Rar & 6 wie bake it (ee 


> a 


分 上 anomite は biotite と 如何 な る 開 係 有する か は 邊 来 の 研究 に 供 た ざる _ 


べから ず 。 

REIN RE ROMU & B ICBM BAL BEL, Bl (LHR 
Bk (22, 23, 26, 27, 28) は 約 400°C PASTE 6 TEM 2 Jb HAE Otto 2 
8 L, 900~1000°C SEIS 6 (LZ OPEEE IA Mliad C= IHAE anomite に 接近 
FAHY, VETHKABILKAILBUI O77 +1 br MEBEKRAEO— EH 
EA ES 

BEA KSHO= Rapveie 
路 成 分 を 同 5 FS BERL TUE RO REINS & O KBULIT ARES B 


場合 あり 。 そ の 著 し き 例 は MES MAO BB LT, COMMAKBE - 


Mize 5S ODM 6, HEBERT SS [AE Oo ZEA 興味 ある 他 
QD)-VEIN & L TiLK HED RB & BE Te BAAS O 6 


第 — Se ARF REO) BD & U 
- Biotite part | Talo part て て 含ま る > ジル a ョ 0 
&=1578 * | ae 
=1.633 = 1.703 : 
Sa bal eee に より 生じ た る pleo- 
X=slightly brown | X = pale yellowish brown 
多 色 性 Y=Z= brown. Y=Z = dark. chroic halo Jefe 4A 


2 LEAH Oo CD Mlo OMPLIER CMS AF HCI S Z (Hi eB 


1) TATE, TEASSCB, Shek, 9, 330~338, (昭和 3 年 ) 
S. Kézu and B, Yoshiki, Sci. Rept. Tohoku Imp Univ., Ser 3, Vol. 3, 
177~193, (1929), 


a 
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する に 止ま ら ず , BPR & MLS BLD SCAM Ko TOBE LT 
峰寺 山 産 球 題 岩石 に 件 ふ BREEEE A, BH REO Bob 2 TR 
雲母 (19) は halo Mahar LPNHOMS tC kb OPAC BERIT OU 
SHRD Yo Mb halo の 部 分 は 著しく 高き 屈折 卒 を 有 し , その 結果 に 於 て 
相 富 高温 度 の 加熱 効果 に 匹敵 せる は 其 だ 興味 ある こと な り 。 

UES SICH OBO KS 御 指導 を 則 は り , HOS PUBAO 使用 を 許さ れ 
Te B iPBGZ I Bt LPR O Be KF 


$e Mah A AT Pe OKRRSHSR( SH) 
GEBERS Bi HY AU DP a OR BER 
Heaton AK FB 
緒 守 

本 邦 油 田 含 油層 は BSA PT) BRET bE aU THO, BRO 
居 位 及び 構造 塁 的 問題 に 荒い て は 多 敷 の 論 訪 が 公 に せら れ , BZ OURS 
SPRL RAUCH 6. 然し その 各 泉 誠 の 堆積 骨 的 研究 に 至 つ て は 高橋 
教授 以外 の 艇 表 は 極め て 少 敷 と 云 は ざる を 得 な い 。 こ の 種 の 研究 は 石油 確 
床上 重要 な る 位置 を 占め , 油田 推 祭 上 然 く 可 か ら ざ る は 云 ふ 迄 も な い 。 

本 邦 油 田 の 内 北海 道 渡島 國 南 端 より 津 羅 , 秋田 , 新潟 を 経て 富山 に 至る 地 
域 の 油田 下部 に は 凝灰岩 の BARS BBE 2 AR L, Il 6 ZH ORR ADVE 
々 化石 を 含有 する 事 が あり , MOU LEA BAR a OL, SURE HERE 
Chikenss SORA, 第 三 紀 合 油 居 叶 代 の 火山 活動 の 参 察 上 及び 含 油 
訂 の 堆積 捉 的 研究 上 , 重要 な る ぁ 位置 や 占 む る も の で ある ぁ る 。 筆者 は 以上 各地 
の 凝 旅 岩 休 の 内 最も 標 式 的 に BES SWABS, HERE) YAS 2e 
HL, BO LOM Rae は ん と する も の で て ある 。 以下 逃さ ん と する 事 
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寛 が 従来 論 完 せら れ た る 油田 の 地質 斉 航 詳 問 題 に 里 し 各 何 な る 開 係 を 有 す 
可 き や に 就 い て は , 筆者 が 敢 て 開 尋 せん と する も の に あら ざれ どる も る, 従 來 閑 
却 さ れ 座 れる 堆積 岩 自身 の 研究 が 選 等 の 問題 の 解決 上 に も 重要 性 を 賑 興す 
す 可 き 事 を 提供 せん と する も の で ある 。 
本 研究 に 闘 し 諸般 に 開 す る 便宜 と 御 示 
教 を 興 へ られ し 古 津 教授 並 に 終始 御 指 導 
を 賜り し 高橋 教授 に 謀 LPR IE te ABR 
表す る 。 ‘ 
CD) sb R Bie ts 

eo Sige eee 

Fe LUZ SP bith BEI Zt OD BITE YU BE 
SET B LOE BSE ORY 2 BEC 
— ARH Siw て は 光田 鈴 松 氏 が 報告 し 
て 居る 。 党 地方 の 第 三 紀 居 は 証 生 麻 山間 
. に ょ り て 北 , 東 , 西 が 園 続 せ られ て 扇 矢 に 
ata) Breccia Green Tf Path L, Pai Ze を な し て BERR iho 
MUCH 4. HOC MATE EBA 
出 良好 に し て , 下部 よめ 上 部 に BB ¢ JE 
1® Comact Gray tu) 。 FBR Ze SEDKS BOWS ZAOHE 
BEA OMIA SEIN AT A <, 第 
To maggkGemuy SACI VP BIAS: 凝灰岩 より な め り , 上 部 
HD. Comglomerate に な る に 従 つ て 頁岩 訂 叉 は 頁岩 園 塊 か 兵 
Ai UTIR Bo = OMEN Zeta BRD Ie 


6) Middle Base Tp 


(Carbonaceous m 
(300m) 


Middle Green-Tuff Oe 


Unconformily ?) 


Lower Green-Tuff Formalion 


J 


1) 火山 第 一 巻 BH 
2) 北海道 工業 試験 記 報 千 第 二 十 五 殊 北 海道 有用 訂 産 物 調 査 ( 第 一 則 ) 
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HWE LYS BU NK OD AN bP REA, PHBR A PHT S 
BD WACS o FABRE ILC ER UC ORE 6 ihe § BAC 
な る を 特徴 と し, AUDLWOR 5 5 BH OBR Ts Sb, 基 上 方 の OIA 
Ba t7SO, 浮 右 片 並 に 安山岩 頁 の RIE じ て 居 る 。 中 部 凝 放 岩 は 下部 小 
族 岩 と は 全く 相反 し , ARICA UCR NERA EBL, FAH 
ie UMAR, t 76.0, ELODIE Ho 党 地 域 の 下部 北原 岩 必 は 第 一 彫 に 於 
で て 明 な る 如く , TWO SG ROSES BIER Ge AGE 30 HD) kh ORE IE 

き 約 10 米 ) を 以 て 古 生 層 上 不 整 合 に 界 し , COLT AERO 6 4 Ae & 


み , BRR (風化 すれ ば 礼 色 と な る ) な る 石 質 の 角 関 石 北 族 岩 に 移 過す 


So tal Re LORRAIN KS, この 種 の 凝 旅 岩 中 , Hila AER 
を 有する 部 分 は 厚 さ 敷 米 に 過ぎ ざる も の で ある 。 Ha POA BR A 
408 AUPE 5 tr, ROKS b AE L, EMI % ICED TIEXK 6 
WOT So COM RABE t S~ 6 GEOTIE LM 4 Ae 

VRE BEG < WHER 7s PY ¢, TS 160m の 間 は 同一 堆積 物 に て ft 
VEIN 252 te BID D HE S Wels RY es SUE LMBOWMS CHS, Cc 
ODE IL 第 一 園 2) に し て 約 160 m Oj B A aR OL, 其 間 に EO Se 
BA OME 2 BE SBD WARE. TOLMAN ARBRE CH 
— WES SBE LT, DRO RN AIC 1 BH Fe RAT SRR CUE Fae 
(Sof 5B L ke DORE 6 BHO BUR GE DUET Bo © OBR 
岩層 も 前 者 と 同様 に ELIA FO 2 WIR S, 全 居 殆ど 他 岩 を 混 ず る 事 が な 
く , 同 -- 岩 石 の 堆積 に し て , 比 財 的 乱 激 な る Yee 示し て 居り , CONS 
約 250m に 達する 。 前 二 者 の 凝 旋 岩 は 全く 石 質 の 結晶 凝 旅 岩 Ccrystaltuff) 
KAD, ZEO LUN RET 6 BRE (第 一 岡 (4)) は 硬質 な る も 多 敷 の 浮 
Ay 724s LEAKE & 750, ABUL S SIZIROME HT ROSE, EAT OD yt 
を 含有 し て EO WERE eR UT So C OUCH ONE 3 2.9 820 m に 


= 
を 
a 
いい 
RY 
id 
§ 
J 
z 
J 
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達し , その 間 に Utica 及び (3) OMS BORE DA UT So TBC ILE 

AK ct 2 2 L BER OSA EES BIRO も の に て , 上 部 は 多孔 質 と な り め , 
0) FLED NC HAA A Onin eA OL, 凝 族 岸 と 類似 な る GE Re 示し て 居 
vas Mere ocn 9 

PBK BILD F(4) 迄 の 凝 旅 岩 礎 の 上 居 に 位 す る も の で , COBRA 
上 より めも, 両者 は 明 に 了 硬 別 し 得 ら る ヽ ゝ も の で ある 。 MEP Mee LOM 
き 特 性 を 有する に 有 反し, 中 部 層 は 一 般 に 理 質 に し て BRO Ar eile UF 
FACTS O, 上 且 色 は 淡色 な る 事 が 多い 。 士 し て 中 部 北原 岩層 の 上 層 に 至れ ば 
GOR £750, 頁岩 居 を PUTS. CORBA DEEL < ERAS 
GEN btKRANweEC, COLRO Welk BIL, We, EERO 
REO A US Oo, ARI GEE ULTR SG. 下部 凝 旅 岩 居 と - 
OPAILH 7S SHS, Vm KOPR BPE HS Clk GEIR ETE DS 
PROPS BP ABR Alt be 直接 に BEL Cle 6, Pe t ee 

DFE (oy HEL OVA WFR oD AER OE HDT OBI AE ZS DB GERR AP RICHES Ck ZA 
ANE BREA OLED BRE 2 HAT UE, COMA KHEGOR?A 
に 存する も の と 推定 せら れる 。 

WOM < COM AIR Pw ae LP ieee lt & OBE AR LH 
MAIR 6, PMEORARO PREM tHe Siva iBall, 多 草 の 安山岩 の 
FUER OE 2 SAT DURA DD 0, WK ASHI BICHEOT ZHOU 
の 大 き 及 び 量 を 減少 し , その 厚 さ 約 15m CHEUTIRS. EO Ley 810m 
OD ILO IRI (6, REL ORES 75 B EI C55 — Tis] C5) (SUC, JRA AI & 
iO, HIRHORA De WA LCRS> BECO 2 eBay 
3 KOE ARO ZN AD FUE KR Ae AD HEIR EIT DD O ED 
上 部 に は 下部 の それ と は 趣 を 異 に する REO FRRBKA (6) が 存 し 
で 居る 。 こ の 凝 原 央 の 厚 さ 100m に 達し , 淫 石 質 より な る 均質 の も の で て, 
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3~4 FEO IBA 2 & BOR ei UL, WO a lho EAR SS Ee 
OWES &LOCHSo COBRA MILO Fie (5) の それ と は 全く 趣 
RAK, HBR UCHR ( , 一 見 CO RRERER BOB eHEEC LU S 
も の で ある 。 

WNIERTH Sit, COMMERCE ¢ LRN BRK bo 硬質 頁岩 中 
に Bulimina ezoensis Yok. (2 DRE PABA? ORERC ES.) DER 
SREBECHS,. CORHOLBARK EE LORA AR t OBR 
に し て , ECR AB PCR ARS LUCE Ot ZHOR ALA 
Bb %s SBE IBS, ZEORVCE It LiLORBMEEIRA ¢ HDS 
DER AOR ABR EDD LILMAREA lo UTR SEDTCHS.6 

HE DEE IR et I OER AKER IL BLD AN < TF BEI IE CSS BARES B BE 
FPBSSEiZE 不 整 合 に REST SED, TOP MORRAB 
i lala Ce 
事 邊 より 見 れ ば は , 蘭 次 海 浸 基 態 に て 堆積 せる 事 を 推定 せ し む る も の に し て , 
PRD Be OK EE US, 上 方 に 至り て 酸性 則 の 活動 を 示 し て 居 
So iii UT —ARIC UD k 6 HEL, RA Ale t He L, PPR AO MM ¢ 
PERAND 75 A ICU YERRA 22 as さ な い 。 

DED P BB ABO pea eee es ee Lod BEC SERRA eS BO » On 
6, MAO BIC SOURD4T ILA, A & EI AP A tt A BOR 
ORI 2 DRS 2 72D, HHATERO GRAB ICTS ST O % BRT SEO 
CHS. 

mA DO HERR ethO 油田 の それ と 此 光 する に , BHT OB Fe ze A Ate 
生島 の 西津軽 郡 小泊 地方 及び その 南方 な る 大 戸 瀬 附近 に 於 て は , BHT & 
類似 の 堆積 開 係 を 認 む る SED HA, aK AA BE BEAR IS IC ZB HC eS 
跡 す る 事 が 出来 る 。 MLD 地方 に 於 て も , これ 迄 の HOARY D 
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飯塚 謀 士 の 大 戸 瀬 統 を 地質 的 に 叉 岩石 出 的 に 二 昧 訂 に 分 類する 事 を 得 可 く 


布 も 等 の 間 に は 不 舟 合 を 認 む る 事 が 出来 る 。 筑 者 等 の 提唱 する REIS 
の 分 類 は 下部 , 中 部 , RO LACES UT, 下部 は 即 も 管 地方 の 第 三 紀 ー 
基 府 を な す も の に て , MIMI CRU S 4) 以下 の も の に し て , ZELMA 
類似 な る 特性 を 有する も の で , 大 戸 瀬 際 近 の Operculina-Myogypsina #O IE 
EES BRL SRL OBNO MILI CADE L, 男鹿 全島 に 於 て は 
双 六 居 の 一 部 に 相 沼 する も の で ある 。 PAIL ELLIO (5) 以上 
OBIS UTA FANE OB ETD & SCI EETLY I 2 BEE Gh 
CHE SELMA RCO RIER! S Operculina-Miogypsina WC, BEE BO 
BRKCMES 6 6 OCHS, MCUERTN IAC ORC HINER CHE 
2G HOMME OWES SECH So LAVINA 
DEED IRAE HO, KABLER AB LAB EO BN 
Ho RBs SOWIE. ZHOU It, + OHBUEO HEDIS HEREIN 
に 多少 の 相知 は 認め 得 可 きも , ENOL Me HUI AS BBD 
な る 事 引 て ある 。 こ の 弁 に 闘 し て は 他 日 報告 する 。 

以上 の 如き 地質 的 同定 の 結果 が , 後 輝 する 如く 岩石 謀 移 研究 の それ と 大 
OB RF BL, 甚だ 興味 ある 現象 と 云 ふ べき で あら 5 。 

PARAS SIAN HE 

AHWIROULE OE 2s BIO HME 22 F BBA 0 ACES & 6 

CA) FREKAE 

C1) SERRE MOM (AWMBSCROME LES LOT, KOM 
る 十 米 に 達し , EL UTHMEE SAE LOSE MRL AAI Ce 
LCHHMRD SI) より な め , TOKE S LOUMIO MIE RO, その 間 
Jo ERG IK TB STH 40 WU CH RED BIBT 4 ILHEO TER 
DAS WU BORING & 0 CIBARY GB SCO, 北原 岩 に BB LCE 
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Bo 

C2) BABES © OKABE AO LBC Ula (2) に 相 

mL, Re CIRM O 約 160m OMS PAF AIL 前 逃 の 通 0 で あみ 
Bo MU Car IC, FR EDER (ONG) 2270S % SOB 2s B BAD 
SOC, 殆ど 均質 な る も の な る が , MCE 5mm 程度 の 容 山 岩 片 や 含有 し て 
居る 。 本 岩 の 特 徴 と する 記 は 角 了 内 石 を 多量 に 含有 する 事 に し て 約 2~3 % 
に 達し , その 大 な る も の は 長 2-5 hs 1.5 mm に 達する も の が ある 。 AMVs 
PLAN AOMA RADIA, その 大 さき さ は 角 了 内 石 と 同一 な る ぁ る か 惑 は 
寧ろ 小 で ある 。 こ の 岩石 の 風化 せる も の は WIE (2! L, MBUILOMEA 
た る も の は 族 色 を 果す る 。 

この 凝 旅 岩 を BED IC BLAC, 殆ど 一 様 な る 斑 色 微粒 物 に よめ て GH 
EG AUT. SUSE A ELK eT SIP CRA, ONG ROR 
TDR BS Ondine AS 4 OCH lal AA TMS LOTHS. 

RA taidalk—AI 1 mm FEL OA AKGHO 6 ODA ¢ , 最大 に て 2 mm に 
TS, MUCZVOMNAABRATALDOLRSSAZIOD LD HAOF 
ABO’ Od RGB な し て 居る ぁ る 。 MICRA EL, 71 KOR 
Wr Eth & Die b2 6 Kio av ars > BE, RIC ~Y FY -KDOEOS 
HD o MAME OPSEL 良好 な ら ざ る も , 極め て 少量 に Fe DADE te B AE 
BRET SbEODHDS, MRM L UTILRAUEROFREE CHS — SFI 
上 に 於 ける 屈折 卒 は 0! 1.552, 7! 1.556 (2 UC ik Bb RAST 2S URE 
ACHS. RAHN LO WRAMNNAD RAOWRDEABSL,E 
太 が 角 際 石 の 包 裏 的 に 存する 場合 と が ある 。 

PAN HEED 自 形 を 有する も の が 多く , 破片 欺 に 存する も の に て 


BS RABe EL, その 犬 さき は WG 1.5 mm の 長 さ の も の に て , 最 太 な る も の ~ 


に て 2.5x1.5 mm LETS EOP HA Mike UT & Old hid CHAD d 


Pa Rh higi ge Nr Anti ge 7 


を a 
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100 PEt LRM SAT LOBAD;S 労 開 は 1100 BOE ¢ BL, 
PARVATI BORA A LCS. WL X! 導線 色 Veer te 7” 濃 線 色 な 


る 多 色 性 を 示し , 110 YFPH TM LO MYAIL o! 1.957, 7 L674 に て COALS LP 
で ある ぁ 。 MoV LOM LORI EEO & 普通 角 図 石 な る 事 が 知ら 
れる 。 ; 

BECP M LENO LO PUREE IC LT, ZS AMO 長石 叉 は 角 関 石 の 


RM & LTT SLD SH, HEPES SEDEDHDO, HBRRT 


る も の も 移 て な い 。 

火山 岩 片 は 極 く 稀 に 存 し ,3 mm FAL ORAIBOEK ERT SLOT, Ur 
PRERAB LAS OPRAH ICRA OMe AT SEOTHS. 

ATONE $53 8 WOLD TGR GB AUT IE SBP a TE TR 2 AS 
る も の で , ZHEOLAWILS L <P LCT ee L, — BILE UT 
Vis ©, MigedeAC HES FRALRMY BIDE RO IGA & HS DWWET EO 0 


ee Me oe 本 8917) 。 


ee 
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HEEL URES O) ot VOR S BS OHRID IC THES 6 THES BO 8 FFT 
な い 。 PERIL lt i A KOR EGE 6 < RIE O— ADIEU 
で て 居 0, 殆 ど 色 素 的 に 存する 如き も の で ある 。 前 者 と は 異な る (hI 
A thee SS» 2 HOM LS CPM — BE 2) Eb iin OSE GHD 
PCTS So L OPO ERR Oitk ILMB ORME (CA } YS 
8, その 大 部 分 は 前 者 の RIEHL EA’LDCHS,. Z¥O teh CHT 
は 他 日 報告 する 。 

(3) BRABHRRE この 凝 旅 岩 は C2) な る 凝 旅 岩 居 の 上 部 に 位 し , 下 
Abe & LAANAWE TS OR 7s UTR O, I 250m の 厚 さ を 有 し て 居る 。 ML 
て この 凝 族 岩 は 前 者 に 於 ける と 同様 に 成層 の 艇 達 が 不良 て ある 。 EM 
Tie SBIRAIK UTE LHD FOmME HERE 2 SST SMA ee 
L, UGE, 2H FORE eA UTI 4. AEM TE 4EILARD CT Hilo 
LT, 長石 は 2mm 以下 の も の で ある 。 KADMLES 8 Old MICH 
fixe BUT A. 

SBE FS Clk IRE OAL ERS IS ALR A, eR OME 8 He 
少量 に 有する 結晶 性 凝灰岩 で ある 。 

長石 は 一 般 に 1.0mm 以下 の も の 最も 多く , RAGHAD EKS4LOTH 
る 。 血 し て 自 月 を 有する も の 少く , そ の 多く は 破片 駄 なし, アルバ イト 式 
Ry dae な し て 居る 。 豆 短 構造 を 時 する も の は 極め て 少く , その 構造 を 
示す も の に あり て も , KHAMKS 場合 が 多い 。 本 岩 中 の 長石 の 大 部 分 は 分 
解 を 受け 、 主 と し て 方 解 石 に 交代 せら れ , 尺 線 泥 石 , み オリ > に よめ で て 交代 さ 
れ て 居る も の も 少く な い 。 店 し て 比較 的 新鮮 な る 外観 を 呈す る も の も , そ 
の 屈折 牽 は 甚だ 低く , その 分 解 を 示す も の で あり , 屈折 卒 測定 に 耐 ゆ る も の 
(L5G ERED 6A ARUBA ICSE k ORIG 6 PERLE B 
する も の で あら 。 
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RORWLAAKBL 2 te UC, AN MAIES B LOC EEO write LC 
存する も の が 極め て 少量 で ある 。 

ME et He OZ ARIE 一 般 に 不 規 則 な る IGP 2, 1m LE ic UC aR 
BHhERES SUES. MUCH ER EORHE IAB O ME 
を や 有 する も の て, € Opi O MITA & DHE O RAM E KAGE TC Do 

大 質物 は TEMG & O10, その 多く は WRWAMIN 2 3EF LO 
TEASE 6 AU TIE O, MEAN ZS DEIN TBS Ik HAT ARC HA o 

C4) ARERR CORRAL (5) と 明 喉 な る 界 を 以 つ て 上 部 
(Ob, MOA BORA IOS Ble, FABIA Ee RL, CORI 
FARAIS UT, FER LOA, TELEKOM 4 RORA OES, 頁岩 
Ire ths L RR Ee BLS. AAPOR 31k #7 300m に し て , COM 
{CLK 4 & OID EIR Be BUT 4. KRAPOAMADR It AIK 

し て , その 多く は FAK 7 OL, eS 4mm に 達する も の が あり の , HHO 
SMILE OR DMD TPT HS 6 

BBS FIA TIL KI BOM < 4 OIBHKO HYD Ms BUG ALPE と 
し , A, AEM, MH, Ra ROSH eH UTA 6 

RAiAa lt HAIR SE OKI UH 1~15 mm FeO RAK EA 
を な し , CEES AIERAT SEO KE ORAMO 6 D2EA, EAR 34mm 
LE LCERKABIBRATSZLDODHAS. COWBKAPORAO— Hit 
と し て は , 完全 な る MAHER L CES 事 で ある 。 HIRT ro 1 PK 
ODE Hy MEGA 2 7s LARS oe Ars 7 PRMIE~Y 7) -KROED SG So 
Beri LOIapaAld co’ 1.549, {1.555 に し て 中 性 長石 で て ある 。 BRM ie 
» CHCA ADMIRAL, FERRE, EST, RESRUR dO , BADR A EE 
MILEAKO tutta 76 UCTS Bo 

HG Ik 0.5 mm FEE OARHAKO BOK, OMA HD T Ie UC 
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ERA DAM Hid CHS > PCI C/A Z/=33~40", BEA, MRR Ze 7 
す も の な く 多 色 性 は 殆 と 認 む る 事 能 は ず , BEDL UTR TCHS 
此 藤 殖 石 は 極 く 稀 に 存する の み で ある 。 

障 作 護 物 な る 石英 は 極め て 微量 な れ ど も REIKI OftiA DD 0, FOR 
営 評 も 少量 な が ら 存 在 す る 。 磁 蘭 足 は 自 形 を な し て 石 基 中 に 存する も の 及 。 
び 長 石 , USED WEE LTR Bo 

噴出 岩 片 に は 二 種 あり , COAL A tlhe 多数 に 有する BER Eh | 
RE ABE CHIR EO BED 4 4 ODA S)ROY WBA EO | 

で ある 。 他 は RAM OBES FULD 6S AW GAZE ICAL A, HAO 
斑 唱 を 有する も の で ある 。 HELO GIK MEO LU 6 ALS 
SOT, BES HEROBHTCH 5 うぅ 。 ? 

石 基 は 不 均 様 に て , Ek URE 5 SEROE BARE £070, TOR 
CMI BO PIU S Cth OD OMA ES CHK) DEBE UTES 
叉 等 を 脇 結 す 2 BG b RN 7s SAORI KO THEE 62T 
Boo ZEOMAMIL HEBREO 特徴 や を な する も ので, HIBA BCBS & 
SOTH AD OMNIA A AES Bo HAUS ALBA NC AT OH 
き , PRD ACS Wolh DAG < MILB LCR ODS C9 HF LE CIITA 
5656 CR) 


Kerbs 7 Oeh BIRR OBZ (BFR ) 
Cae eee er toy Ee ® | 


MA TY He OH, — 


VINE A AED WHC PRS B 700 RHO BA OMI O と は 今日 一 般 に 
BABBORS SMO, IU CHYE 40 $F 79 60 HOVE AK A TIA, 結 
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TR ws TH ROR ORD LOKOALALARERE 
KRMWADRBK OME GH SMO. DS OMS VRAAAA CS 
術 上 岩石 の 成因 又は 岩石 の 構成 上 主要 な る 因子 を な なす も の な る が ; 叉 他方 
應 用 方 面 に 於 て も 其 物 理香 的 性 質 を 利用 せん と する 問題 巡 年 閣 次 捧 頭 する 
きき に 本 れ 0。 

上 記 諸 問題 に BOUT 其 大 礎 的 詳 性 質 の 一 つ は AAO 粘 質 現象 な 
9 。 然 れ ど も 酸 忠 類 の 粘度 測定 は 高温 の 下 に 於 て 行 は ぐる べから ざる や を 
以 て , 理論 上 正 陰 な る 値 を 得る は 容易 な ら ず , 現在 に 於 て は 可 玉 的 近似 値 を 
求む る の 余儀 な き ABA Oo 故に 今日 迄 研究 せら れ た る 諸氏 の 結果 は ; 各 
自 探 用 せる 測定 方 法 に より て 種々 異な れる 値 を 示せ り 。 余 は これ 等 の 方 法 
WwBBAL, その 欠 を 補 ひ 新た に 参 案 せる BHM LRA OMAR BE 
せめ り 。 こ の 研究 を 行 は ん が 多め 設備 せる 寅 験 半 置 及 其 測定 精度 に 就き て は 
本 研究 の 第 1 報 と し て 既に 本 誌 第 9 AR 5 貴 に 記述 せる を 以 て 参照 せら れ 
Ul lee, 

粘 質 現象 研究 に 使用 せる 玄武 岩 の 種類 

本 富 典 に 使用 せる 玄武 岩 の 種類 は 次 の 如 し 。 

1. 但馬 玄武 洞 産 玄武 岩 

2. EWR Te STE Ga Zt 

3 PPP KB ICH E VIA OG AAW 7) 
4 石見 長 演 産 霞 石 玄武 岩 

これ 等 岩石 の 縦 竹 鏡 的 性 質 に 就き て は 既に 記載 せら れ た る も の ある を 以 
THANG MS ¢ HABLA Gi L AOSD ELE Te D UT EI BRE 6 
MOH EALZL CTW Yo AA LAE BILAL GOL < ARPIIE 
て 分 析 を 行 ひ た る 者 な め 。 元 村 産 岩石 は 目下 分 析 中 な る か を以て これ と 産地 
相 接 し 肉眼 例 並 に 題 微 鏡 的 に 類似 せる 差 木 地産 岩石 の 化 衣 成 分 を 参 考 と し 
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て て 掲げ た り 。 
富 験 試料 の 慮 理 と 富 験 の 結果 
上 記 4 HO 岩石 を 100 AAPL FO 粉末 に 砕き , ARIST 1500°C 乃至 
第 一 # 1600°C (= Bis tal te b C56 
Sea EY 浦 産 長 演 ele] | SCRIP 6 IRI UT 
Si0g | 49:29 | 49:24 | 35-66 | 53-01 人 双 せ の 。 Ric dary ee 
Al,O,| 1849 | 1681 | 11-97 | 14:73 水冷 せめ 。 KSA 2 He 
Fe,03 2:38 6-16 5-19 33 ji し 粉砕 せ va) Oe BiB 
FeO 6-77 | 360 | 969 | 9.42 
Mee OU Fee 0 SEY 試料 と し て 使用 せめ 。 
CaO 814 | 9.49 | 1439 | 9.09 
Na,O | .3-93:| 267 | 365 | 2-09 EB hry CER PES 
K,O 1-79.|. 1-09 | .1.89°| 0-44 
H,0 0-88 | 150 | 404} 122 さき 事項 は , WA OR 
TiO, Poe 188 | Saal EOS “4 . 
P205 Er 0-43 1-37 0-11 度 を 均一 に 保つ 事 , (2) 
MnO 0-22 | 017 |. 030 | 0-34 ae 
OS | cveeee | o weveee | | eeteee 0-04 ak Ep iA pn 3 ob tA 
“Total | 100-20 | 10051 | 100-24 | 99-83 


HOURS KO LT. 多量 
REL POET ADD BBC AHO AMOEBA G SAL LHR 
以 て , REP CRG & 0 3D AIII, HERO BOF BIC 2 BEBE 
Re eC e—Et LOTOKARMILY O, KiCME HS OMGRO 
深き は 其 測定 値 に 最も 重大 な る 影響 を 興 ふ る を 以 て 特に 厳密 を 要 す べ きも 
DI UCHEOR & 0 も 借 か に 少量 の 試料 を 弄 坦 中 に 入れ て 測定 の 最高 温 
度 を 1400°C に 保ち , 試料 の 高 さ を 測定 し て は 少量 宛 追 加 し , JERE BE 
し て 後 一 定 の 高 さ に 到達 せる 時 , RA (HOA eA LU 其 深 さ を 常に 一 定 
に せり のり 。 Aipld 1400°C よめ 温度 を 低下 せしめ つ ・ ト , 50°C 置き の 温度 に IMF 
HMR DIS ATOK 0 o PERM CROURN LAB is BBS IC AME OR 
果 は 一 定 せ ぐる を 以 て , 一 定 温度 に 長 時 間 放 置 後 測定 せめ 。 一 般 の 粘度 測 
定 方 法 は 既に HAMBC ILS eae Eb, RISE & し て RE 
骨 物 に 就き て 筒 寧 に 記 逃 せん 。 園 筒 事 和製 置 に より て 種々 な る 温度 に 於 て 


ceinieiccate i 


jug 123 


WPS. Be 
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種々 重量 CW) を 換 へ , 1 FMOMMPER (S) Zea t oA LBA 
SOM Lo Lae USWA OPN RE UEKOM し 。 


1400°C 
1350°C 
1300°C 
1250°C 
1200°C 


1150°C 


60 


ec 
i = 
し 
40 
に 
3S 
ry QQ 
a i | 
mE 
Bek: | 
ne 
ee. 
ely 
10 iL 
At 
A 
0 19 


a 
Ne | 


e 
vk 
a 


W =0.1167 S 41.0056 
W=0-1411 S 41.3856 
W =0.2151 S +1.4238 
W=0.3812S 41-5879 
W =1.-2544S 41.9990 
W= 8.1350 S +8.5970 


aa 


20 39 49 


Revolution per minute 


HEO— tit wW= 
kKS+k’ に て 表 は され , 
k の 値 を logy, =1-3252 
log k. 102+40.7217 \z 
KA UT 〆 を 算出 す 
る 時 は 上 記 4 種 の 岩石 
に 就き て 測定 せる 結 時 
は 第 2 表 に 示す が 如 
Le 


Bi OPrRi- 
HI SER 


APIS ALA B + HE 
BOUNDS Bh 
JE O8P1b 22 3 FRAC falas 
F2UE, FH 2 fal, FS 3 [eal 
BGs A TS SL S DMM 


ops 2 SRB ICHt LU log "を 取り た る 者 , 第 3 UL UML HL log 7/ x 102 


本 96024) a a aes 
征 = Es 
eH 洞 産 mt 浦 産 wo 村 産 
log 7/ oy log 7’ 8 log a! 
1400°c| 136-68] 2-1357 | 119-73 | 2.0782 | 138-55) 2-1416 9. 
1350°C | 175-83] 2.2451 | 13637 | 2.1348 | 182-94 2:2623 | 88-11] 1.9450 
1300°C | 296-15] 2.4715 | 172-67 | 2.2972 | 259-12] 2.4135 | 97:34 1-9883 
1250°C |} 656-15| 28170 | 336-59 | 2.5271 | 541-51] 2.7336 | 117-14' 2.0687 
1200°C | 3180-60] 3-5025 | 731-82 | 2.8644 | 3116-80} 4.4937 | 190-00, 2.2789 
| 1150°C |87897.00 | 45786 | ee | oe 7947000] 90029 see 
第 = 


LOG 


BEER 


1150 


1200 


1250 


1300 


TEMPERATURE IN °C 


1350 1400 


を 取り た る 者 , 第 4 SUIS CB oo’ x 104 を 取り た る 者 な め 。 HQC 
PLS CHL SIS 1400°C よめ 1250°C に 至る 迄 は 曲線 の 方 向 に は 特に 処 化 を 認 
め ざ る る も る ,1250 じ 以下 に 於 て は 元 村 産 玄武 岩 は 和 急 に 新 性 を 増加 し , 玄武 洞 産 
VYING LIKE, WEIR LUD OS) 然るに 震 石 玄武 婁 は LL 
前 三 者 に 比 し て 極め て 少な し 。 此 開 係 は 第 3 園 に 就き て は 1400C~1250°C 
HO PIRES OT, 第 4 園 に 於 て は 1250C 以下 の 4 種 の 岩石 相互 の 
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Temp.o°C| 17° Result Temp.cc Time Result 

1340 1 | glass 1255 Dae Le ee = 
r 1330 1 ” ~ | glasst_magnetite + 

1320 il ” eee plagioclase. 

1310 1 ” 1245 1.5 ” 

1305 1 glass-+-magnetite 1240 L5 iy 

1300 1 ” 123 15 “ : “ 

1295 1 ” 1225 1.5 ” 

1299 | 1 ; 1209 | 2 » 

1285 1 » 1187 2 ” 

1280 at » 1175 2 » 

1275 1 ” glass-t plagioclase +- 

1270 1 » 1163 2 hematite( ? ) 

1265 1 » 1150 2-5 ” 

1260 1 ” 


Crystallization temperature of magnetite 1308°+3°C, 2 Crystallization temperature 
of plagioclase 1253°+-3°C, magnetite —»hematite ( ? ) 1169-+46°C. 
re | 
Sea Sees sehee 


ST iy Ss 
Peart lyri 


ASR 7e 特に AAS 認 む る を FES 
し 。 価 故に 1250°C に 於 て 此 の 如 
SEMEL RAT DDIM S CHBS 
る に 其 主 な る 原因 は 此 温 度 附近 及 
JL PBS Citi 2 4 FS FH 7S 
Do SY cA Vat (= BS 
1340°C ょ め 1150°C ORE OB 
EVAR BE DRAR LCRA 
Be X 線 に て 試験 せる に 第 8 表 に 
示せ る が 如き 結果 を 得 た り 。 Bb 
1308°+ 3°C (a FSA WO Hi th be Aa iit 
度 に し て 1253 43°C (FRAO 

卓 出 開始 温度 な り 。 改 に 符 長 石 の 
トト トト トト | 唱 出 開始 を 以 て 唱 出 結晶 と 残 液 と 


1250 1300 1350 1400 =D BA MO HEMI ICBM 
TEMPERATURE IN C 
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iesscstttit oe 


TEMPERATURE IN °C 


from Konoura gos! 
from Nagahama = 


RE stale 


Sree aces sane 
& 


PEE 


© 


も の な る を 知る ベ べし 。 


THN < Yah MRED AGE IL 14CO'C 7538 


UT, 1808°C & 6 1253°C OFEE & DU THE S & Olah 


RoR & BM OHA WOKE Oo CeE OUT IH 


ょ x よめ の 明か な る な» 
る も の な る 事 は 明か な り のり 。 


Cok BEV 


1308°C 3EO Ii | 


Aha 


— 


~ 


Bi Bea % Mt 


呈 0 


ミミ 


EK 


Bey 
= 
向 


本 研 完 中 痛 へ ず 御 懇 穫 な る 御 指 導 を 有 則 は 9 且 原 和 


=f 


終 0! 


て 件 


TIED SS BIR 5 UO HEE | 


n 


b tet 


擦 助 せ 


Uk § (Rah L, LASER Ze 熱心 に 


- 


意 を 表す 。 
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% il) 139 7 BGA 


= 
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TRA PNRSAN ERE -FZ 
RAB (ANB OUBRKDS (2) 
mMe4 HK A. 冥 
IV 流 絞 岩 類 さ の 比較 
1 渡 理 岩 と の 比較 第 二 表 及び 第 三 表 に 於 て 見 ら る ゝ 如く , 本 岩 は 其 化 
忠成 分 に 於 て 湊 青 岩 に 申 類 似せ 9 。 Witt HLO OA ete SBIR A OFS 


買 と よく 一 致す れ ど も , これ ら 両 者 の 各 成 分 に 於 て SiO。 及び Al,O3 OF 
大 な る 差 以外 に , 第 四 表 及び 第 五 表 に 示す 如く , 7 rw) ROWAUROS F- 


和 敷 並 びに その 分 子 比 に 於 いて 著 し き 差 あ る こと を 知る 。 即ち 分 子 比 に 於 で 


Na,O/K.O の 値 の 大 な る 事 は , 本 岩 が 源 青 岩 に 比 し 曹 達 に 富める 事 を 
L, 叉 Na,O 及び Fe.0;+heO = KD 4G LTA SBI, RADE 
— 2A DRT NC = FY BEI OBA OD LARRE LIEN L (Hi 
—- [iil eos — [il ZEB), 

前 報 談 に 記し た る 如く , AB OMALIATER ZS BEI UT eR ia 2e 
SHEL, KAY MRA, =F) GRO AR BAKE OB RE 
の 斑 唱 に 富み , LAU G OBE ILA FALE CHET 30:80 を 占 む (第 泌 表 参照 )。 
D* る 高 結晶 度 を 示す 岩石 が , その H.0 の 含有 量 に 於 て HERA kG 
似 す る と する る も, 一般 に 斑 品 を 欠き 或 は BEA OMY CHizs S Miia le DK 
璃 岩 た る 源 青 岩 に 局 せ し むる 事 の 不適 常 な る は 明か な り 。 

WALA BLS OMG, WH MIP OME Otol tu dk O GEES Sb, UE 

tL Wa te Bile L, 後者 より 一 麻 ソ ワー ダ に 富める ROMP A O 


と 云 ふ べし 。 
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2. 流 絞 岩 と の 比較 HSoKRICATI<, AAEZRO H.0 LAAT OR 

CPS CURB £1 b BLS HART. BILL ODMEMIKS 20 を 除 
(F SMEARED CAT HES ZI (第 三 表 及 第 四 表 参照 )) SIO2, Al,Oz, 
CaO 等 の よく 類似 する に 反し , 第 五 表 及 び 第 一 園 , 第 三 園 に 示す 如く NazO 
/K20 の 値 , 及び Na2O と Fe20s 填 FeO 2 OBRICH T, LaLOU Ae t 
同じ く 著 し き 差 を 示す 。 族 に 本 岩 は 流 才 岩 に 比 し て ッ ー ダ に 富める 事 明 か 
に し て , COMM & OME SAS BRE ES -BEYO 

3. コメ ンド 岩 と の 比較 7» tea PRA K.0 に 富める コメ ン 

岩 と 本 岩 と の 化 尋 成 分 を 比較 する に , その 最も 閉 し き BELAGIKRG 

る 多量 の 耳 20 の 存在 な り 。 こ は これ ら 雨 者 に 於 ける 石 基 短 態 の 差 を 示せ 
る も の に し て , RAD AANEL ALK VA FT FEES BE RBS DILL L, 
コメ ンド 岩 は 一 般 に 石英 及び アル ヵ リ 長石 より な め て 徹 花 賜 岩 石 理 或 は 懲 
文理 石 理 を 示 し , 含 水 珠 璃 を 殆ど 欠く た め な り 。 且 520 を 除外 せる 難 控 義成 分 
DAIS Tl N56 MALHART 4 (第 三 表 及 第 四 表 参照 )) コメ ンド 岩 
\L7F 2 DY OATH A BACB U,AlO3 HRD ¢ ob FBC IST NagOt+ 
K,0 は Al,O3 k O KIZ UT, A MgO 及び Cal OBRRDRO, ZI 
し 本 岩 は 前 者 に 比 し アル ヵ リ 比較 的 少く , A Al2O3 比較 的 大 に し て , FF 
WALK T NagO+K,0 は AlLO3 よめ の 小 な る の みな ら ず , CaO 比較 的 大 な 
Yo tele NagO+K20, CaO 及び AlLOs 間 の 開 係 に 於 て は コメ ンド 岩 と 著 
し き 差 を 示せ ども , 第 五 表 及 第 一 賠 に 示す 如く < Na,O/K,O (TRA 
ゴメ ンド 岸 よめ 大 な る 値 を 示し , 叉 FesOs 填 FeO DAK SBIL As > PH 
ick «BDL, 特に Na2O 及び Fe。0。』+FeO の 開 係 に 於 て は 近似 せる 開 係 
を 示す (第 二 園 参照 )。 故に AO Tv vy 岩 質 な る 事 は 明か な る べく さく, A 
比較 的 KLO に 富める コメ ンド 岩 よ め 更 に 一 層 Na2O に 富める も の と 参 へ 
6 る べし 。 
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4. NYFELVYNVBE の 比較 コメ ンド 因 よ め 更 に Na,O に 富める ペン テー : 


Vy eH LAE LO 化 尋 成 分 上 に 於 ける J BME BIBI, ae PE 
と 同様 に 本 岩 に 於 ける 多量 の HO の 存在 な り 。 耳 2O HUA LOBL 
き 差 は 雨 者 の 石 基 基 態 に よる と , 前 記 の コメ ンド 岩 と 同様 な れ ど も ペン シテ 

レ リ マ ヤ 岩 の 石 基 は 一 般 に 完 卓 質 に し て 粗 面 岩石 理 を 時 し , 石英 , アル カリ 長 
BROUEF YEO MORICRTO f 24> Pet CO 構造 及び 確 物 成 分 
72 RIE YO o Ke H2O LRU FMD ME RFELED Gh MPC TL o> 第 三 
ARO BURA ST HM ¢, SiO。, Al2O3, FeO, NagO, K20 等 に 於 て 著 き 差 
を 示す 。 即 な ち ペ ン テ レ リマ ヤマ 岩 に 於 て は 分 子 敷 に 於 て NayO+K.0 は Al203 
よめ 大 に し て , 且 FesO』 及び FO の 含有 量 大 な る に 反し , 本 岩 に 於 て は 
NagO+K20 は ALO よめ 小 に し て , FL FesgO』 及び FeO の A REISE 
Wis o 然し 第 五 表 に 示す 如く , NagO/K20 に 於 て は パン テレ リヤ マヤ 岩 に 近 
似 し て 然 も 猫 少 し く 大 な る 値 を 示す 。 叉 Na20 及び Fe,O,+FeOs OBE 
(he Chavos UY Blithe LO PMC Meo CHARTS 
Heo Well AH It NazO RUK,O の 和 は 小 な れ ど も , パン テレ リヤ 岩 と 同 
様 療 ツー に 富める アル カ ヵ カリ 上 岩 質 な り と 云 ふ ぶら 

以上 詳 逃 せ し 毛 に て 明か な る 如く , 本 岩 は 多量 の HO BRAT SME 
PST HERE CFG L, LALO, 及び CaO OG HRA SBC AST UBC 
及び 源 青 岸 の 特質 と よく 一 致 せ 0 。 然 れ ど も アル ヵ リ に 開 し て は , 第 一 賠 
(ATM <, AEE IL の 司 域 を 占め , その NagO+K2O に 於 て は I の 店 域 
を 代表 する WRCERO TEAL, 7 DRE ROR » — 2 ee 
1 OD A As HERI Ih 7dr & &, NagO/K2O に 於 て は 流 紋 岩 より 造 に 大 な る 
値 を 示し , IV の 司 域 を 占 む る ペン テレ リヤ 岩 と 同じ く , を その ァ テル ヵ リ 長 石 
が ッ ー ダ に 富む 費 答 任 長石 より な る 事 を 示す 。 叉 Na2O LARMILBEE OBI 
より , RMAANY FT UI RRS RORY —TFHEMOYL EAE SHE も , 
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ュ メ ンド 岩 と 同様 に 流 狼 央 及び 源 青 岩 よ り は 含 ノ ー ダ 有色 夏物 に 富む 事 を 
FOES Lo | 

AS ODED SY ABA Clk 前 報 廊 に て 記載 せ し 如 さく,  OAAEIE PRY 
ae する 完全 な る PERK OMRNE &, DEBE 7 wv HY URIS RAT kB 
WARE ERO =F) HBR EL し, ZI INED ARBRE OME 
像 を 加 ふ る の み に UT, BEBROT wo VILL S A CaO, MgO に 富 め 
DEB RUS NAPE SKU 0 0 BICC ODA ET MPMIOA 0 siti 
ずれ ば , ARAMARK ST v4 VG LRLES S, HEROD S Feet 
 SSELO, MAKER TAZPIBK Y — PMMA b UTHER Oo 
{LEMP OWI 6 rts DUEL THE, SiOn の 高 百 分 比 を 示す 事 よ り 
之 を 流 衝 岩 に 改め , ADR RO BMF tr. k OFBF Sb, その ッ ー 

ダ に 富める 特質 と 石 基 が 含水 戒 璃 よ の な る 事 よ め , ZR Y — PUM 
岩 と アル カリ TPE LO POM LATS 特殊 な る 岩石 と 決定 せん と 
So 

EREORM 6 AALS OM BO (CBIR EHS TWO TBC & 5 
ee eee ゝ 加 し 。 最 
RE Hawkes BU! H. F. Harwood ‘ie, ァ イ ス ラン ド 島 Stodvarfjord の 
Jafnadal 谷 に 現 出 する ERA AMRO 接 鯛 岩 相 た る , SYA S 
CHEE GRO. ABE tbh b LD CHARLO US 
—FeRUHA REAL, HE ORAL SIA KS BUCA TARE ICH 
似 す る も の ゝ 如き も , その 石 基 は 完全 な る WEST UC MEMS SA 
し , 本 岩 の 石 基 の 完全 な る REG OG SIM LH ULS WRT. MMA 
城 璃 質 岩 は 第 六 表 乃至 第 九 表 に 示す 如く , ZOMBM ARO BEAD ARIE 


1) L, Hawkes, H. F. Horwood, Min. Mag., Vol. 22, pp. 163~174, 1932. 
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に 於 て 著しく 異な り , 本 央 より 一 層 ソ ー ダ に 富み LAY 2A Se 


LeBiank 0 LRANL, 

RRB tb MH OME RL, BERIAPAKL BOM & 5 
求め た る 主 な る MI ODF Be 表示 せる も の に し て , BAKED EBS 
て 全 ア ル ヵ リ に 調 す る NagO/K。0 の 開 係 及び Na,O (HPs SH Fe.O3+ 
POO ORR CRS 9 Thi UTBILHIE C6 MK OBER RO GEORG F 


I II Ta ATS 
SiO, 66-25 70-55 72-61 76-19 
TiO, 0-26 0-09 0:29 0-10 
Al, O03 12-89 11-82 14-13 12-76 
Fe O03 2-09 0-55 2:29 0-59 
FeO 1-37 1-06 1-50 | 1-14 | 
MnO 0-03 0-04 0-03 0 04 
MgO 0-42 0-03 0-46 0-03 | 
CaO 1-29 0-74 1-41 | 0-80 | 
Nas。0 4.04 5.08 4.43 5.49 | 
R20 2.53 2.58 2.77 2.78 
0 0.07 tr OO 
HL 2O+ 6.08 RR AC RC I BAB 
H,O- 246 A CR oe NS TE 
COs n.d, 0:03 | —eseeee 0-03 
Cl n.d, an i ag eat pe Scone 
S n.d. ed | ee 
SrO n.d, SPie Uae te a 
BaO nd, 0-038 0-03 
Li,0 nd OMCs me pe me ec rlecent SF i ame Rg saree | 
NiO n.d, mone 9 Yo meat Dll Ce | 
F n.d (OA — esate 0-04 
99-92 100 02 
O less F 0-02 0 02 
Total 99-78 99-90 100-00 100-00 


I. Glassy soda-rhyolite COkawaite.) T. Nemoto, analyst. 
II. Anorthoclasc-bearing glassy contact facies of a felsite dike. 
Jafnadal, Stodvarfjord, Iceland, H. F, Harwood, analyst. 
I,, Analysis No. I recalculated to 100%, with water eliminated. 
TI, . Analysis No, II recalculated to 100%, with water eliminated, 
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比 を 示す 。 但 し 本 岩 の 示す 値 は , Kreuztisch を 用 ひ , Rosiwal method 1 に より 
3 蘭 片 に つき て 測定 せる 結果 の 下 均 値 な め 。 
第 + x 


1.9 la doin YARD aa sem 


I II 
SiO» 1210 | 1270. te f 
Al,Oz 139 125 3 
Na.O 72 89 
K,0 30 30 
Na20-+K 0 102 119 
Al,0Os5- NaygO+K.20) 37 6 
CaO 25 | 14 ? 
Fe 203 14 | 4 > 
FeO 21 16 : 


i Glassy soda-rhyolite (Okawaite) 
Il. Anorthoclascebearing glassy contact facies of a felsite dike. 


第 八 ie 


I II 
Na ,04+K50 ps. 102: ap 
Na,O : 9 
2.40 2.97 
Nas0 72 89 
Fe 2 O 3 +FeO 35 20 


I. Glassy soda-rhyolite (Okawaite). 
II. Anorthoclase-bearing glassy contact facies of a felsite dike. 


第 九 R 
I II 

Glass OT I EEE | 
Anorthoclase 28-76 2-8 
Aegirin-augite 1-48 0-05. | 
Pseudomorph 

after leucite ( ?) O56) Gye peers 
Magnetite 023s. 2g See 
Xenolith HO5e | gS eo ah eee 

~ Total 100-00 


※ It indicates the value of a slightly sodic pyroxene, 
1, Glassy soda-rhyolite (Okawaite). 


II. Anorthoclase-bearing glassy contact facies of a felsite. dike. 
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vg 約 
従来 世界 各地 よめ 0, 7 vd) TCE RB 7 or my ite t UTS 
MOCO 報告 せら れ た る も の は , TORRO 多 か ら ず 。 筆者 の 参照 し — 
FETC ARBICALT Id ary Fe lk 28C( そ の 中 本 邦 産 7 つう , ペン テ vy vie 
32 (その 中 本 邦 産 うに 過ぎ ず 。 こ れ ら の ァ ル ヵ リ 流 狼 岩 は 何れ も アル ヵ リ 
RAGIHIAY —7RURRALEL し, REAWANRD ELD), 含 ッ ー 
AMG CEE UTE F IY RArF) - HA), SY —FAWA (前 者 は 
arfvedsonite & |triebeckite » + と L, 後者 は cossyrite PEL T)ROB BEC we 
ALMA ZK 6 DBE 7e ESET ¢ L, MU THEE UT va Y 
EA, BRRURY —FHG CEL UTCEF) >RETF) BA) OK 
0, ised Al UT a te PACE EMA OCA 
2RL YF VIN 岩 に 於 て は AMAA RS Se EM LTS dO 
o HOT IRC BEANE ERS BRK & 6 PCR Be A 


1) H. Forstner, Zeit. X., Bd. 8, S. 170~186, 1884. 

If. S. Washington, Am. Jour. Sci., Vol. 13, p. 180, 1902. 

A. Osann, Beitriige zur chemischen Petrographie, II Teil, 5S. 123,1905. 

F, W. Clarke, U. S. G. S. Bull., No. 419, p. 42, 1910. 

A. Johnsen, Cb, Min, S. 738, 1912. 

M. Goldschlag, Cb. Min., S. 588, 1912. 

S. Kézu, Sci, Rep. Tohoku Imp, Univ., Ser. 2, Vol. 1, pp. 37~40, 1918. 
H. S. Washington, Jour. Geol., Vol. 21, pp. 697~706, 1913; Vol. 22, p. 
20, 1914. 

H. S. Washington, U. S. G. S, Prof. Pap., No. 99, 1917. 

R. Reinisch, Petrographisches Praktikum, II Teil, S. 103, 1920. ; 
AGI, UA WUE, IW ABMERR, 2948, 214~218 頁 , 大 正 11 年 C1923): 
H. Rosenbusch, A. Osann, Elemente der Gesteinslehre, S. 366, 1923. 

S. K6zu, K. Seto, Proc, 3rd Pan-Pacific Sci. Cong. Tokyo, Vol. 1 p. 781, 1926. 
_F. H, Hatch, A, K, Wells, The Petrology of the igneous rocks, p. 275, 1926. 
A, Lacroix, Comp. Rend. Ac. Sci. t. 185, pp. 1410~1415, 1927. 

Hp REE, Sh SVHESK, 第 34 48, 474 ET, 昭和 2 年 1927) 

富田 SE, SW ECRUMESE, 第 35 48, 47817, 昭和 3 AF (1928). 

W. Campbell Smith, Q. J. G. S. London, Vol. 87, p. 219, 1931. 

A, Johannsen, A descriptive petrography of the igneous rocks, Vol. IL, p. 
68, 1932, 
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する も の あり め 。 MURA Giri RIGA AMAT ZT ov HY Ute 
MIPS Cit, BLEAK T SRL RMS OMS -hOBA PE SAE 
BS RIEO IRD HO を 合 む に 過ぎ ず し て , H. S. Washington の 記載 せ 
BNL F VY ¥ BEKO aegirite-pantellerite-pumice の 如く H。0 =3:15, 
H,06 = 0:49 の 比較 的 多量 の H20 PEBTS EOAEAMMNZ Oo 
AS OWED IM BO 石 基 の 性 質 を 見 る に , Btn FA ak eat 
の ァ ル ヵ » リ 流 才 岩 特 に パン テレ リマ 岩 に よく 類似 すれ ども , 石 基 は 多量 の 


水 を 含有 する 完全 な る BBL OMS MUCH, 7 vm ) Ua tS ~ 


を 示す 。 こ の 含水 球 璃 質 石 其 の 存在 は , AH UT 従来 アル カリ 流 攻 岩 に 

その 例 少 き 特 異な る HE BU LO LAD ARET, その MUBKF LICH 

Cb, 7» TRE LURE LO 中 間 の 成分 を 有する HG AIR eS 

a oi nh ice 

BOMB A 明か に し 得 ば , C OFFI SACRA ICT FES PALL & 

自ら 明か と な る べく, これ に 開 し て は 後日 再び 報告 する の 機 あ る べし 。 

上 逃 せ し 所 に て 明か な る 如く , 磯 物 成 分 及び (EB Lic PSO SAAD 

特質 を 九条 すれ ば 炎 の 如 し 。 

1. SEO It 7 oD URBCEIC 特有 な る BRL, RO FY ORK 
Bett DRRAROT va VITUS A CaO, MgO に 富める 有色 
WACK <o 

2. BAL RENE SBS DAK SVR UT, HAE OD 水 を 含有 する 
HS CURE (CS o 

3. Al2Os 及び CaO 比較 的 多く , ZICKRLAT wv a) ORB Loc 
4.6 OBMRILIST ILURBCE SEY Oo 


1) H. S. Washington, Jour. Geol., Vol. 21, p. 708, 1913. 
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\ — 
Fees 


By vH It KyO 少く Na20 大 な 0。 FFI NazO/KyO= 
2.40 に し て , ペン テレ リャ ヤ 岩 より 少し く 大 な る 値 を 示す 。 面 し て Na,O 
+K,0 と NagO/K。0O OBR Tit BIC AS UL OR te His, 

5. Fez0+FeO OHKIC UT, NazO と Fe,03-+KeO の 開 係 に 於 て は コメ 
ンド 岩 に 近似 すれ ども , TAY KFREOVUS BY -—F HADES 
Vo 

LLOMDKFILO その 特異 な る SAPBAGLO PE, 並び に その 特 

PRIS BACB & 0, AE BO y — RBH LEO 第 一 岡 に 於 て II の 

BMPS 6 ROBE Bo. IDRIS ARORA 

きた め , COHMWAINNCAA, ZAIN (Okawaite) な る 新 岩石 名 を 興 へ 

Prt Fo 

CO RARER A BIE 存在 は , baCOM < ABIES PIERS BY 

し め た る の みな ら ず , KHOMA FAT SCRUBS ERC SRNR 

ず べ きも の と 信 ぜ ら る 。 KEOMAKCHS SFALALOUERIOWE 

せら れ た る 後に 報告 せら る べし 。 

ABC 72 hi SDR L, 懇 箕 な る 指導 を 賜り た る 鈴木 教授 , 並び に 種々 助言 を 

賜り た る 東北 帝國 大 盲 否 津 教 授 に 深く 謝意 を 表す 。 


バイ カル 石 の FeO 及び Fe.0; の 再 検 


MAL WB UK 
) 
4 EONS TATE ¢ 1878 年 に Doelter に より 行 は れ た る も の あ 


1) Doelter C., Tsch. Min, u, Petr. Mit., 1, 58, 1878. 
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b Fb Mi UEALORA IES COMTERA t OMRILECAB ECT 
BRE Oo 
Doelter 及び 余 の 結果 を 比較 する に MLA IRS Tt 全く 一 致 せ 0 。 然 
る に 酸化 鐵 の 成分 を 見 る に , Doelter の 結果 に 於 て は FeO=3.492, Fe.Oz 
=0.782 t BIB LAO MBIA FeO=1.072%, Fez 9s =2.36% な 0。 
ADDRES U CARRY ERIS 6 IGE EBS S &OREAUT 
— JRC Ik Fe。Os に 比 し FeO PARI RAT SeHE To RS it 


Garin aO RE b OS REALE LRN SEY o 


LOMA FO LEIS SO WER, 前 の 分 析 に 於 て は 普通 の 
Washington 方 法 に て 行 へ る に 圭 し 今回 は 比較 的 多量 の 試料 を 用 ひ Cooke 
の 方 法 に て 測定 せり 。 即 も 試料 は Washington の 方 法 に 於 ける が 如く 自 金 圭 
境 中 に 取り 稀 硫 酸 (1: 及び 上 比 化 水素 を 加 へ , 沸 騰 せ る 湯 浴 上 に て 約 2 時 間 
加熱 し て 分 解 し , 同 叶 に 過 講 の 比 化 水素 を 揮 英 せしめ , 残れ る 分 解 生成 物 を 
SPM EIGN 大 酸 を 飽和 せしめ た る 冷水 中 に 入れ 普通 の 如く oN. KMnO』 
に で て 滴定 測定 せめ 。 因 に 加熱 中 白金 圭 坦 は 大 型 下 璃 製 漏斗 に て 覆 ひ 湯 浴 よ 
り 誤 せる 水 燕 鋼 を 以 て 容 気 を 排除 し 酸化 を 防止 せめ 。 

か くし て 求め た る FeO は , その 方 法 を 異 に せる に 係 は ら ず , 2 同 の 結果 は 
1.06 及び 1.09 に て 前 回 の 結果 1.07% と 甚だ よく 一 致 せ 9 。 

(KO TAMRWD FeO は 1.072 に し て , FezO3 は 2.36% な め り と 云 は ざ 
る べから すず 。 

終り に 臨み 貴重 な る 試料 を 恵 県 せら れ 上 且つ 種々 御 教 示 を 賜 は り Lith 
授 に 深 其 な る 調 意 を 表す 。 


1) 上 田 , #85 wR, 6, 81, 昭 6 年 
2) Cooke, I. P., Am .Jour; Sci. 44, 347, 1867. 
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3114, Thomsonite の 脱水 現象 
Mourant, A. E. 

PR ULIC PSF S MARS IR CFO 
た Y, Ric thomsonite 示 空 搬 を 吸収 す 
る こと と 少 き を 礁 め た る 上 に て 高温 に 於 け 
SKE isobaric method に よ ょ り て 硬 完 
せり 。 か くし て 得 た る 結果 を 前 に Hey 
OBR GRE BL CHR Vo 
(Min. Mag, 23, 371~375)( 渡 邊 新 〕 
3115, Mottramite, psittacinite 及 
cupriferous descloizite は 同一 硫 物 
な り 。PBannister, F. A. 

答 地方 産出 の descloizite, cuprodesclo- 
jzite, mottramite, psittacinite, chileite, 
eusynchite, dechenite 4 oppo % c 
HAM & ts Ll, 種々 の 温度 に AO OR 
水量 を 松 し , 叉 X 線 研究 を 行 ひ て , と これ 
FOB Aide し て , Pb (Cu, Zn) COH) 
VO』 う な る 一 般 式 た て 表 は し 得 べ きこ と と 
を 示せ り 。 但し 10% 以上 の CuO を 含め 
る descloizite jc ¥} LCs HEHE DM) < Mo- 
ttramite +73 HM eS o Lies tro 
Lo (Min. Mag. 23, 376 ~386, 1933) 
[渡邊 新 
3116, 石 罰 化 作用 に つい て の 訂 究 Amd, 
K., Pollack, A. 

anthracite, coke 及び charcoal % i fi 
fc 3 Al#, 500°C & Y 700° 850°C 


まで の 間 に ERATE & SMMC BEL, 


fR1200°C に 至る まで 徐々 に 減少 す 。 こと 


の 時 の KA e XI CPT His AB - 


の pattern を 示す 。 COP carbides の 成 
生 及 び 分 解 に 習 し て , FENRIS 酸化 鐵 の 
存在 は Coal BABES SIC 必要 鉄 《 さ 
か ら ざ る も の な り と の |.E.G. Acheson FE 
の 所 論 は 成立 せ ず 。(Zeits. Anorg. Chem. 
201, 81~112, 1931). CURR) 
3117, tidADFSESS (CHET Zwicky. F. 

41D CLO0) type OAS IC yy CAE 
せる surface layer contraction が 5~6% 
な る と と を . 基 紅 と し て , MIL その 成長 
ERT SLE OM 
論 を 立て た り 。 即ち 結 品 は 一 種 の モザ イ 
ッ ク よ り 成 立た ざる さそ か ら ず と せり 。 証 
LC HHIC IA TIE OD Cracks は 深 さ 50 
A に LCA 100A LILOSED LOA 
ZXLo KX KCIO3 の 結 品 の 色 は と の モ 
V4 7D HEIKRS BO DA» Proc’ 
Nat. Acad. Sci. U, S. A. 15, 253~289, 
1929 EBA 
3118, 金属 の 再 結晶 作用 Tammann, G. 
Crone. W. 

再 結 品 中 の 人 金属 粒 の 成長 に 影響 すべ き 
種々 の 旗 因 に つき て 理論 的 に 衝 際 的 に 詳 
論 せ り 。 即ち initial cast metal OME 
ji, mechanical deformation m FRE, 
subsequent heating の 温度 及び その 時間 
SE 7 MEE gy 1c, deformation 及び 加熱 を 
Hk LI We OGES & dt BK V 
(Zeits, Anorg. Chem. 187, 289~312, 
1930) (QR HF) 
3119, Bauxite 及び Mullite @ X 線 


中 に periodic cracks 


¥b 30038) 抄 


Buus: Namias, M. E. 

CrKg ic Cir ORMRBHICL VT 
“Sillimanite Al203. Si0g 2 Mullite 3 
Al,03.2SiOg & OFC ia EE 
4° (Bauxite は 高温 度 に 加熱 する 時 Mu- 
llite と Tridymite 2 (c#ME L (SiO2 多 
量 の 場合 う , Al2Os 過量 の 場合 に は 3 Aly 
O03.2SiO2 を 生 ぜ り 。 

Bauxite 中 た に て は SiOg は Kaolinite 
と し て 存在 し , Al2Os の 過量 は Bohmite 
と し て 存在 せり 。 も し 450° に 加熱 すれ 
ば Y-Al203 と 非 品質 SIO2 LG, CO 
ぁゃ の は 950° Vela OYRAB IC CTEFEX Vo 
950° 以上 は Mullite 構造 を 時 し て 1100° 
SERB IC REF Kaolinite ょ り は 4Ale 
O03.3SiO。 % AlgO3 2SIOn AWTS 
Al20s の 水 化 物 の み を 含む Bauxite に 
て は 4509 以上 た に て は y-Al20s の 生ずる 
Kaolinite を 含む Bauxite に 於 ける が 如 
Lo 700°C の 加熱 た に て は Sillimanite を 
生ずる が 如き こと と な し 。 各種 の 製 成 法 に 
ょ より た る Mullite を 研究 し て CTiO ぅ っ 十 Fe 
OSdORI LR E L CH BPED RW cB 
Yo Mullite OPAC U AMR Ah es LIC 
KU, a=7-52A b=7.65 A c=2.89 A な 
る 早 位 格子 を 有 し Sillimanite の c を ご 
分 せる も る も の な る を 知れ り 。(Z. Krist., 85, 
355~369, 1933) CAL) 

3120, Nacrite D##BBBE Kaolin- 


ite RMMORBMY CMBR COMB 
Gruner, J, W. 


Braud, Saxony 産 の Nacrite 中 に は 少 
Mo Dickite Ftc Le rome Ee 
に より て 知り 。St. Peter Dome, Colo- 


be ## 138 


rado JED 4 OK WIRD Dickite 示 混 和 
2 SEM Yo AMOMPARF IL aA = 
516A, by =8-93 A, co =28-66A, B=91° 
31 UC & oti} it 0-578 : 1-000: 3-209 
に し て (OH う 4Als SingQO5 の 8 分 子 を 含 
eB Co, その 理論 的 比重 は 2:581 
な り 。Nacrite 構造 は Dickite 及 Kaoli- 
nite の 選 其 構 造り 樽 成 まる れ ど も ゃ その 
St AIK OFA AIC 180° Ale % 
LDLVURS, CHES RMR HM 
WI (hid 2 oO BWC tno 
の 移動 の 量 た 比例 を せり 。 軸 の 方 向 に 於 け 
6B AKO TRE ee LL 3V 
を 決定 する も の ヽ 如 し 。 CZ. Krist. 85, 
345~354, 1933) (高根 

3121, BRREROCOHRARORR 

3& Taylor, W. H. 

WBE AD (001) RU (010) wm Rais 
i iho Le DO CR AED ERY WHE Me 
原子 配列 を 決定 すり o a= 84A, b= 12-9A 
c=7-14, B=116° ic LUT KAISig0g の 
ADFLAb BAH CZ, KUT, こ 
れ 和 人 等 の 結 時 は Schieblld Denk k { — 
致 せ り 。Taylor (LAF OKS RUE 


「 の 将 笑 開 係 と 最も よく 調和 する SiOyer 


AlOg 群 の 四 回 性 環 駄 結合 を 基 と し て 長 


n 01 605 03 
Ongot <a 0?| 50° 9° 
Oxo | 4 237 0 85 
Og 8 295 55 85 
Oc 8 0] 115 90 
| Op 8 55 45 | 150 
Siz 8 0| 67| 78 
Sis 8 253 | 40] 125 
K 4 106 0 50 


130 bb 


$i Pb 31039) 


ANGE DEM IC KO LY % © AF AEE 
は 別表 の 如 し 。 

fe Al と Si と の 置換 の 称 態 ょ り し て 
BAEK ULM A[ AMES mst WHE 
性 の 存在 する こと を 逃 べ た り 。 PC OM 
《 し て 決定 せる も の は その 友香 濃度 の 辻 
GR t SSE & APE AW OK Hic & 
て よき 一 致 を 示 LRU 4y PRO 
ROR Lk (FRY CZ Krist, 
85, 425~442, 1933 う [高根 〕 


3122, NH4HF 2 の 結 品 和裕 造 Pauling,'L. 


oO 
品 の 斜 方 単位 格子 は Ao =8-33A, 
oO 
| =8.14A, co =3-68A, “PRE It VE に 
し て 4 分 子 を 含む , LMF es 
Li Ea et 
aN (77 ay +(77*) 


4) +(woo), +{ 1 i 0 ) 


2 2 
4 Fs +(3), +( oF Ww) 
= 0-560, w=0-142, u=0-132, 
v=0.135 


に し て 各 N イ オォ オン は 2.76 A の 旧 離 に ある 
4F イ オン に より 水素 の bonds に て 結合 
Mier ee eae, が で 
Ha (> 3 tv F-H pifiis HF 2 te % AUR EIK 
て は 1.184A te o 本 結晶 を 加熱 する 時 
i Niig 4 + vy (LAH e Hw Cc, a=b, 

w=u, v=0 及び z= な る WE を 有 す 
る 正方 品 系 の 結 品 に 滴 移 し , 叉 は KE, 


IN ENC ABET ZICBSLOOML CT. 
Krist., 85, 380~391, 1933) 【C 高 根 ] 


3123, TREO AEAORENS 
Owen, E. A., Iball, I, 


生 科 102-92 mm 及び 69: 63mm な る 


ARLBKYE DX >TO, 光源 と し て 各種 の 
波長 を 用 ひ て 多 《 く の 元素 の 結 品 蛋 敷 を 精 
FER VC ae > Yo 


ao Pcal Pexp, 
Ag |4.0773 A| 10-50, | 10-50 
Al |4:040., 2-698 2-703 
Au 14.0711 19-291 | 19-30 
Ir [3-8314. 22-66, | 22-4 
Mo |3.1403 10-23, | 10-2 
Ni |3-5179 8-898 8-9 
Pb |4-9393 11-350 | 11-347 
Pa |3.8850 12:01, | 12-1 
Rh 3-795 4 12-423 | 12-5 
Ta 13.3114 16-497 | 16-6 
W 3.1592 19-259 | 19:3 


と れ 等 の 元素 の 純度 は 99-9%~99-5% の 
も の な り oCPhil. Mag. (C7)13, 1020 ~1628, 
1932) 【 高 根 〕 
3124, 消 光 角 よ り 結 晶 の 詩 笑 を 決定 する 
場合 に 起り 得 べ き 過 誤 に 就 て Hey, M. HH. 

mesolite 45 Hy の prism zone(010) 1c 2F 
4p te SW LICR 3 GH LY Pye 
} CDFG hh OVA AAO th OWT & Y 
eee SL Fue TSM MIc A 
Cavinato 及び G. Cesaro “Ze pt 2 Z 
MEV CLK CORMV OL 2A 
KD * Cit % V5 CMin. Mag. 23, 367 
~370, 1933) C 渡 邊 新 〕 
3125, BE WK, 長野 三 懸 下 産 稀有 元素 
MIT ACE] 

1. 愛 閣 懸 幡豆 郡 吉田 町 青島 山 産 モナ ズ 

A, DUYT BR, VCLAIA 

2. aj MHL FE i EA 

3. fa My ep AY ON F pee AAT 

4. We CABAL ta AIS Dh i AE 7 2 4 


$b 32C40) pb 


bk | 線 140 


ム , ジル コン , RA BIA, <2 
AIH 
5. REPS AU ON BRR, + 
タン 鐵 婚 , フェ ル グ ッ マン 石 , コル ンプ 
A, WA ACR 4) 
SRC 概括 し, PA RU UIC BE 
て 次項 の 如く Abe v CBE, 8, 154 
~157, 昭 SE BD 
3126, KER EWES ACRE 
ANE ERO 
We AB AT ins Wd AY Fes Eb 7 AD 
IC LC, 粟津 秀幸 氏 の 始め て Bee 
る も の な り 。 著 者 は 三宅 泰雄 氏 と 共 
析 の 結果 , その 組成 
CU, Th)O2-n Si022 H20 
但 L 0-35<n<0-70, U:Th=4:9% 3 
を 知り , Uranotholite 中 一 層 ウ ラン に 富 
 B ARG L ED 
Q(Th, U)O,-Si02-4H,O 
2EOAMR LE Vo AIAN 5 
FESS RIG & EUS DRT AH) 1-68, 重 
WRT, HEH 43, モナ ズ 石 , 鈴 石 等 と 
共に 河 砂 中 に 出 づ ( 提 協 報告 , 8, 155~ 
156, 昭 8 )C PRB Hs) 
3127, RP RWOEW AACE) 


\c 4p 


木村 健二 郎 。 
古 箕 磨 郡山 日 村井 戸澤 産 花 議 岩 中 の ペ 
ジル コン | WoA | RA 
CLES FE) OG EE 43-6 40-9 
の 19-2 25.7 
es od 15-9 ore 
IU NOGS a lems 3.5 0-6 
GO a> ae Meera 4-2 7.6 
bk 重 |45~46 3-97 4-1 
PAP’ 156°40 26| 56° 52’ | oes 


FLRAPX VES S Yara vy OMFEIC 
LTC, RI BEKKO AHic k NIE, 42% 

の P205 BB, ZREYNIAYHKTO 
SARK WA ICIS HH IELROM Lo 
CBP HGS, 8, 156~157, 昭 め L 渡 邊 高 〕 
3128, Fe vic SRB ICRET 
Zedlitz, O. 

Kaiserstuhl jc f(t る Oberrotweil 産 
Melanit は , RIC MKD 2 Ti 含量 を 決定 
FX BH 5 hr, 12-10% te SW ae 
な れ り リ 。 DATE R SE MMIK FERS BH, | 
SUCH, 構造 的 開 係 に 座 け る Ti の 役目 
を 論じ , 同 時 に 二 偵 陽 イ オン の TBI こ 
き て る も 述べ た り 。 MRACRA~ORRE 
に つき て る % 二 三 の 定性 的 , 定量 的 試験 を 
行 へ り 。 Melanit off eR aOR 
QUARTI te B 12:104 土 0.008 A ょ り 大 な 
り 。 Al 双 は Ti KRY Si が 部 分 的 に 置 
換 き る れ ば 構 子 は 振 大 せら れ , Finnland 
OT1 FikoOARG EY kV ye Tivaarit は 
8 — JRE TEMA IC し て 12-139-0-008A 
3B EU) MFR D yp さく 12-0604 
0-008 A ¥p % melanit は PerlerkopfCEifel) 
の melanit の 如く Ti bikte 0 5 一 般 に 
melanit DY AICI Tl, BEM Al 少 
*,4¢0Ti KBs Si AD & PREG RE 
MO TI Hemet 6S Sdn , CH eB 
47D EER Sf D EEPRHE IC LIZ LIE SL 3 Mn 
C ALIC RU BAS rF Ti に 依り 置換 を 
bo) F EM Ti FL ABM OM 
に ある こと と 知ら れ た り 。 最後 に Steier- 
mark の Mixnity に 於 ける スカ ル YR 
似 そ る 岩石 より Machatschki 2° Mat 3 
PATA © TGR & HBR Y , HAS 
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Ee 抄 33(41) 


Almandin 及び Pyrop 15% を 含有 も を る 灰 
SOAR A IC AAS L, HEF EMIS Vegard の 
法則 に 依る 混合 比 に 期待 せる 如く 11-93: 
+0-008 A な り > CZbl. A 7, 225~239, 
1933 Cy BF) 


BASRAUS 


3129, FESR ORREIMET AKA fee 

AAS, HER, BLE kU 2 bee Ay 
Bl DGD WIE OT © He 
(LTE & ERIE & RAE LIC, 
前 者 を BIC WAR, WAERROE WK Op 
形 の 三 つ っ に 大 別 せ り 。 燈 岩 流 全体 形 は 要 
SF SICH HD, A a, Bb @ 7B TT I< 
依り 定め らち る と 逃さ , MAO 部 分 形 に 
BEE CAP RA OAH RE BOF 
&R~) 9 pea mK (te) — A & 
URGES AICHE L, Mit HY S MIS 
取り し ゃ ら の, 主流 の 途中 叉 は 先端 に て の 
Dink, 燈 岩 流 流出 後 相 党 時 間 後 其 の 表面 
KBFS 第 二 炊 流 の 三 者 あり と 述べ , そ 
の 末端 の 傾斜 及 厚 さ は 燈 岩 の 性 質 に 左右 
25S Xft Sb DK © Ye Fld KE 
Lied fy 30°40? に LCE @ ERE Gl 
面 共 に 等 し と 。 RA LOK, Bene 
RBRECOR TRUK VS Chi, 9, 
702~711, 1933) Cer) 

3130, BRR SEB BROLM 
Koch, L, 

BYE Fi td DEVE Ics te V Le oh 
LA, 著者 が 新 に 研究 せる Ruhr 産 石炭 
JROBRYEILIRE A (AbzAnjs), Dik oe 
輝石 分 を 有 す SBIR, WET UZ 
Ao #8 aA (=1:55) & VY, plagic= 


clase basalt の 組成 に 近似 そり 。 BIE IC A 
Re S14 MOM + RFI OMe 
BAL, SiO0g =55~38% OEE & RK 
る に 従 ひ , wollastonite BK は akermanié 
& FP 3.4 これら wollastonite-anorthite- 
pyroxene-melilith の 組合 を 有する MMS 
ALS Ra IC HSC grossularite-pyroxene を 
成分 と せる 天然 岩石 例 へ ば Kedabekite 
Kis Rodingite と の PAC Mity WEF & Bic 
SF SPARS VU, COMME VK IAHBE 
燈 融 物 及 びそ の 結 品 成 生 物 と 天然 岩 此 に 
於 ける 同化 並 に 接 爾 作用 に ょ る 大 生 物 と 
の 比 潜 考察 に 統 き 流 べ たり (Centralbl, 
Apt.A, 219~225, 1933 う て 吉木 

3131, Petrotectonics, knopf, E. B. 

MRE EU CANT DOS bhi 
DBO optical orientation を 和 定め, そ 
の 中 の ある 一 定 方 位 例 へ ば 光 軸 の 位置 を 
equi-areal equatorial projection と し て 投 、 
す れ ば (直ちに 統計 的 研究 に 便 な らし 
VEDIC OBIE & NS) AAO 
MICE YC, その 投影 剛 は 種々 の 特徴 を 
示す 。 と これ に よ ょ つて その 岩石 の 成 生 党 時 
に 受け た る tectonic force の 種類 , 方 向 
強 さ 等 を 衝 粘 し 得 べ し 。 と た は その 一 
艦上 的 議論 を な せり 。(Am, Journ. Sci, 25, 

33~470, 1933〕 う て 渡邊 新 ] 
3132, skis atht © Hiss, 岩石 皇 的 
i#¥— Krumbein, W. C. 

MAT LORE E 2 VV OR 
Egy Valparaiso HEAT, Be UO Ae yap HE a RIC 
治 へ る シカ ご 南部 より 集め られ た リ 。 試 
料 は 分 析 せ られ , Pebbles は 岩石 に 従 ひ 分 
Wat & trie VY Valparaiso HEZT ICH T (a 


Ph 34(42) b 


PVA RILARUR YE © of ROAR 
の 周 線 に 於 ける 排水 た 依り 影響 そら ちる 。 
Pebbles は 40 WE PWG tr 3 BEAR AE I 4 I< TA 
BL, Skt sAKRAk VA, siltstone 
VC ATAIC BME Vo ILE pebbles の 西方 
PEMA PAVE & Y earlier drift ice VB 
は れ を た る 地域 へ の BeKAE IC Bi せら 
る 。 水 河 移 動 線 に 於 け る 試料 は その 機械 
米 組成 に た 基き 三 つ っ の 型 に 分 類 せ らち る 。 
CJ. Geol. 41, 382~408, 1933) CL 河野 ) 
3133, BAAWBOBKRIET 5 BBR 
MANET 久野 久 

著者 は 北 伊豆 地方 の 基 性 火山 岩 の 題 懲 
鏡 的 研究 中 , その 右 基 の 主要 成分 の 一 っ 
と UCH CHS D EEPROM CDS PEEE 
Ai, 7 VAAN AIOBPET SHELBY 
KV o FHAC HE OHM MIS AID 
WA DAM BIC BC FFEF SGUG, 
AFCA G OM AB UCHELSS 
の ゐ の なり と 逃さ , ARABIC Cla HH OAL 
伊豆 地方 火山 岩 の 癌 察 に より 得 た 材料 を 
基 と し て , CH¥FoORMMO EMIS ZL 
ML, OK HEE BO, それ と 他 
の 地方 に ES SLO, 46 & EMRE 
を 異 に する も ゃ の と を 比較 せり 。 更に クリ 
え ト ペル 右 に 就 て は , BL BAB ik K 
VAS ST SHR BW, RALO 
ZVABANNALEX SAAR BIA & Shile L 
CBZ OFVAPAXARSELER 
に せり 。 FHLEKCH*eoP mM MIE 
Wa ica kU Ae 3 ATRL te YL 
述べ た り 。 APRA © AEE EL — 
SIES7 MAK 64 I RIPE it 
=-PRRO 3 Chdb OF BIO EH 


KKRVU BAZ CRHOD LORVLES 
CHE, Br, He HR, 11. 382-~390, 1933 う (河野 〕 
3134, PRWKELZHKSICHT 久野 久 

AFA MLK OF ODS DS SALFP BHM 
FICULG © tb AB Wy aE IC BEY AE 
OE O—-AROEBe te Yo FERC 
を 構成 する 古き 炎 加 体 の 一 部 に 燈 岩 流 を 
te LU CRED 3 RAHA TEE AE A 
REA GRA © PORN Be, 特に その 
HE RTE O IEW © HGR & BERL, 
CIO He oR yO HEE RAMI < Ok 
比 の 測定 値 と を , この 岩石 の KBAHO 
GLX UATE Lk SMD & Shige V 
C OGRE AEA D $5 HATED © aw 
RUD OAD HH RIC ia LKB 
2D GRE OAT ICES BF Y 
APANAULU ICP? AIRS LORS 
事 を 明か に し, 最後 に この GAO ARO 
み の LKERPEMREL, と これ と その Hee 
生成 分 と の 開 係 に 就き 注意 を り 。( 震 , 研 , 
ep 11, 391~401, 1983 う C 河 野 
3135, FIP FURST SH ORR 
SSIOPIR Wheeler, E. P. 

Nain, Labrador % tif t & B— AED Ih 
理 前 , 地 質 前 踏査 中 に 於 て , SIMO HH 
Aika 散見 せら れ , 証 し て と れ Biko 
野外 開 係 の 癌 察 が 行 は れ た り 。 成 軸 的 駄 
We BRC Ae bE BIRO A ANI 
Kt, BRA HUE AO %. a7 Mok 
PICTUS SS MBLC Ol] OB Bee 
る 開 係 を 知る に 最も 満足 せる 指針 を 供給 
せる WN SUS, HER A BIS WS SB BLABY 
HED (AEE ICR SKY AlgOg 少 


Bite 0 Ub oO Mess Labrador py'x 


ai 143 抄 


$k 投 35C43) 


KU KVMS UMS AMS aM Le 
CJ. Geol. 41, 418~431, 1933) C 河 野 〕 
3136, Mark ANH, Feb K RX 
PERT ACH © 噴出 に SEE B, RHA 
が 第 三 紀 の HALAS CMMI, A 
AU BE ah BI IK HS CS ES EAB eS 
AMICI CAB ROGER EV. 支 
PRWUBRE 生 ぜ し 後 , 本 地域 に BRIAN & 
な せる MARBGBRO BABE Y, <0 
SORE と し て , RWI PRM e 北 北西 
の 方 向 た に 通 過す る 一 直線 に 治 ひ て , BE, 
風 不 死 , RTO Ac eA Uo BRE 
VL ARE & ACA BRD BER Bi IC aH CE 
CECH & 0 Rb S USSU 4E TA BAGS 
- KbV, AAPA UD LC 
YMAACWMABY SL. OKLTHEELT 
Act PRB OSU KY 8 Y EAE US ER 
EU og HER AC IL LR RE & CE RER 
DBR BIC PL L, STE KEE IC} V o 
PRA, 北山 火山 及び 現在 活動 の 中 心 
te SW OMA Vt Yo AE 
BU (a DpH 2b Re BED = AO AE 
LALZ OPKAAE ET, COW 
Dis RE WIPE A A eC PROK 
部 分 を 構成 し , 燈 岩 は 比較 的 後期 の 噴出 
物 と し て 存在 せり 。 現 時 樽 前 出 は 園 項 丘 
at i I< SLR & DE EN & RHR Vo 岩石 
MEL ZIMMER & Dit AR IK BE BLIC 
LCM ir & MET, TH, HMA AD 
HEC SERRE TT, 角 関 石 を 含有 も を り 。 石 基 
Fc (LAR IC EY RIT OETA © % 
DLA IMLS BIC LOA EBA 
HIS LC HE CHUA 2 A Vo MRA 
BREA UREA BY ABI ER 


WA Lo HME, 風 不 死生 の も の も ME 


FBR Vg 大 体 に 於 て 火山 噴出 の 順序 は 


酸性 より 瀬 次 基 性 と な れ り 。 HRC WAEAT 


Ie OME & BRI OE & ATE 
L& FARE A ICH tS YD eC 火山 1 
17~43, 1933) CBF) 
3137, mR SSA —) 松本 唯一 。 
PEAR VT MULE & Bal RS ea aL & te 
EBZLORBK (at 5 ICH LUD S 
LFV, その 中 本 和 分 に 於 て は BROKE 
bik CBSE YS 387 BUA t RST 
PEE CAMP IU [DD AIC LS HS Y 
ERA EMA, HRA AEM ALS 
HAR RUIPA POS OK LCC HE 
KA LEST RCE ERIC RAY Vo 
SE PRE (2 UL ~ te SO KARIC IAT 
AM LAB hOmMIK Tears, 
BEI { HERCHMABE Ee 示し , AE 
(LIB A ES ET) BS Bie Vo A 
HERS (, BHAT 2) BA, RR 
Fiske Se, 著者 は HRW SG と 呼ぶ よ 
Vt UD REEVE SCA 7926 BCA IC BES % 
nboALA~V, KAAKK HMA 
MMe SL, < OPIAIC KY RBA 
CH, SHA EE RR, BBA 
UE ABE RET URC IK DT Dt, 
% OWA MEE (2 OUR BIC WSC eB 
MPL ARIC HS CH b> H Lt ARMA 
JRA O CHE TUR BBE Yo RIS 
pu ay Bee et NC (LARS & LO CS BI 
Kees BEE LE 7c LENE EES Vo MES 
wii し て 一 見 RUA EA i Lt, BEF 
CAE, BIA PARLE & BA Y 
INIA ECO BA Te 6 ROR 


$) 36044) tb 
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RKO BBAAKUMO Lock (FAV 
tL RU, 本 代 三 五山 燈 岩 を 著者 は 強 ひ 
て 議 岐 岩 と 言 ふ に た は あら ざれ どる %, GE 
FUN © Bh IC PME CAS SRS ORAL 
せ ば 本 岩 に し て , 他 に FLA LO 見 出さ 
れ そ うに も な し と MX, と の 意味 に 於 て 
ACI FAILS ES ARC 残る さく , 中 部 九 
IN BSSPR SAB A EMIX US 
(火山 1, 1~16, 1933. Cay BF 


$Reak es 


3138, Pennsylvania, Cornwall の 
SUHB PRIS REL’ T Hickok, W. O. 

Cornwall QUpRKRILEEA tS HER x 
WIR FABRIC HE OC BESES B TSH AI MF 
AAR 3 © EI BIC RRS S FEAR CR 
に し て , BRIS RRA EU 放出 そし RK 
が 之 等 の 石灰 岩 を 変 代 し て 生じ た る も の 
CLC, FOL£F SALMA IK LT, 
- Te BTR, ETRE RITE DD EE PRO, HL 
AL PIRES TR, millerite,, HiSAM, dE, 赤銅 
BRE ORB ES IR~, c OP MSMR a ZR 
三種 に Fal) し て JES ELE, 48 fa 
GAR, Fr eGR & te L, それ 等 の 題 微 鏡 
FRG ZMROGRE FY Vo BER 
Bik 叉 微量 の ュ ベ ルト を 含有 し , 副 産物 
&ELTANA bh SMM LKB, 

WRAL t LCi *OLOSHV), BRA, 
Ppa» phlogopite, eye Fi%E D fh I< 
な れ ど す せ も 紅 柱 石 , vesuvianite, he G, ak 
長石 , BRA, MAE, scapolite, BMRA, 
A, FAP A, REBT, 石英 , datolite, 滑石 
等 bY fo) ; 

HK * WIC KC ORRARBR BLS & 


3 つの type KKM L, H1 aR 
Desa, BAS C8 UCORRKLT, 
LED BAT ORD GHEE L, 
+S IC READE IC SS AKA Ia hornfels と shh 
L,LECKRBAMRO RAEN S, H2 
の type に 於 て は 頁岩 は cordierite-anda- 
lusite hornfels /c#% CL, LIC HERR OBA 
DEDO MYBMED BIC LT, PHBE V 
物質 の 供給 を 受け た る 流 跡 を 認め す 。 第 
3 の type は Conococheague 77) 4 le ic 
Wt S BH IC UTC, BORK RIC 雌 
MIKCMR? SS. 即ち と の 第 3 の 場合 
(CHSC HERG AEA It PEO stage を と 


V, 始め の stage に 於 て は HHO A こ 


Ck 0 CHICA & AE, BEG te- 
crystallization % #¢#2 L, GATE GOA 
第 に 冷却 し た る 後に 起り し 第 2 の stage 
UAC, BREAKS ULC BRLT 
TR & BBE Vo COPA IRIK MRE EL 
て 多種 の 脈 石 を 産 し 特に 基 中 に は 高温 性 
DR DR IC FEA te 3 DR & BIC ED SHEL 
HEAR A et & UCP as zonal arr- 
angement を な す 事 と は 興味 ある 所 な り 。 
(Econ, Geol., 28, 193~~255, 1933)C +p BF) 
3139, AIPM ICT 5 PERU 
FRRROXRICMRET 5 HiHESR ERIC RET 
加藤 武夫 , 渡邊 武男 , PAR) 

#2 FRESE OR AGA BE TR BR 
床 は OPE BED L, 共に BHO A oO 
PICA CE SRAAD PORBRMICAL 
た る も の な り 。 Mrs. RMbike dlaiko 
WER ARLE © BAB OBESE IC TEI Lic 
る も の に し て , AUK, 火山 砂 と 硫黄 粒 及 
UBD OM ett OWE kV KRY, 
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SLE KBE REY 次 で 起り LBM 
FRIST, A CaaS LIRR Lt BL IC 
TR L, Kid MRA K C KMS BT 
る 場合 も ちり 。 HRRKOMMEEM IE 
に 琉 湾 の 噴出 に LC, 純粋 の BEBEAS MRR 
RUS HAKE te LCRAT 9 EMER 
OWECHEOCEAA, WHA, BAS 
OYYT SC LaeRBT~Z BV, 

SH SELB OPAL OAL IK ee 
RHE & THB LO SS SBIR 
WARS e 研究 し て , ZMMRKO 成因 を 
究 む る 久 め の 重要 な る data な る さ べし と 
Bo Gh, 40, 307~308, 昭 80h BF) 
3140, Fite BARRO RA IHU T 
AR Bar TS BB 

eg FSET IC (LAR, BE TAS, BRE, 銀 
HE, 下 聖 , BRE の BORING し , HWA 
Et し て HAKAN へ ちる ゝ 
WC, 朝鮮 系 , 上 部 大 同系 及 花 論 岩 ょ より 
Te, eet & UF SAR ICC Ue 
せら る 。 MKAEL UCC OMIM 
i DBR IK YO CAA LL, 一 般 に 上 部 大 
同系 又は 朝鮮 系 の 上 部 な る 大 石灰 岩 中 に 
ERT > 上 部 大 同系 中 の も の は その 砂岩 , 
Ba SE ERK LA BORK IC LUC, i, 
BB RRES D ABK IAL U. KA 
IRAP ICDS 3 4 OI AIRE & RC SH 
ORE Fs ORME IC 2k UPPER DhkeS 
SARK KK に し て , HRY の も の は 
FS, SLE BEBE AR Te PS > SDR 
Vo Teka BP ICMTET 3B % DILRAT 
ょ り 成 れる WRARDK & te L, RSE TER 
Mik OBA ERRO LDL ET. 
SO RBR IK RAN IC BARE Fi L, 


LRA RORMIC CE HADRAS VTC 
RCKERE ORAL U, GRR 
Bist Be eT CLA LERARARK 
ARBRERR ULCERS RRREEC 
KS,OOM , Ke O RBBB 
L2ED BRO RR RFT % OI LT, KH 
EDTEKO FIERO LHF 3 OOM 


| Lo GW, 40, 304~305, 1 8C 中 野 〕 


3141, BResesmuW KK 生 

ATU BRR DAN ICY 
WER BE の 東南 約 10 HO HBC し 
C, RACARAHBRABA を 母 岩 と す 
る SURRIRORR Ic UC, RAO 種類 は 初 
ABRIL A RAR t DRO Pa 
SE RAARDS ),— RRA ELT 
(i ESADR, DESATK, TRATR, ASAGR, BRA 
FLEA, PES 2 EF BK ORAIC BE 
て は 初め 母 岩 を る 石英 粗 面 岩 が 噴出 し, 
ZICTEU TC LAX 3 RB AA D BIC 
BALI S% OV LHS. KEO 
His, 2, 164~166, WA 8) CHEF) 
3142, (2BRR=77VRRILAOT 
BE) 中 本 VW 

WK t PAE & LT SH py Lo Km. 
南北 5Km YW EK SRRAROBMS 
BR ZEB ATT 6 2Km ORE L 
て 存 す 。 SB t Ucit arite(NiCAs, 
Sb)), BERL = 7 7 2 DRCNIASS), EAT, 
HIT, WAM BRE D hb ik Paige Be, 
HVE, BAG, Xv bay eA PELE 
+, BRECON SO=IFABMCAT 
DANE BR KE O GRIESE EY 
kL, WB > BAHT t Bike b 
So GbR, 49, 302~303, 昭 8) OPE 


Hb 38C46) yb 


Bik ek B 
3143, EWE KSB RE Laub- 
meyer, G. 

閉 者 は ARK © BUTERA, % © Balt 
~ OPE PAGIKIRIK TRE IVS EBS HME 
定 に 基づき , 地表 岩石 中 の Pett KR AUT 
me We UC, 地下 の 背 余 構造, その他 に 
集中 を る 石油 太 床 の 位置 を 探査 そん と す 
SIVERRML, % BY 7 O tho Kips 
EWES HTS BOA ATS PE eB tro 
と の 熱量 計 は 特殊 の BEARS kV, 5 
中 より 10 分 の 1( 容 量 )〉 OPMKBAM 
を 検出 し 得 可 くく, 放射 衣 測 定 の 場合 と 同 
様 に ,1~2 ROPFLEBS, その 孔 中 に 
熱量 計 を 入れ , 16~24 時 間 乏 を 放置 し て 
ERATE Be Lig ルー マ ェ = ア 酒 田 
A OMBICHSG 3 PW OMB & & HM LSB 
y 。 (Z. Petrol. 18, 1~4, 1933.) 〔 高 橋 〕 
3144, Catahoula BOWS Bowling, 
ie Wendlcr, A. P. 

Texas Fayette Country Catahoula 
層 は Louisiana Mississippi "の Catahoula 
eB bh, 前 者 に 於 て は 上 部 及び 
下部 層 と の 間 に 堆 積 和 的 break な く , 岩 質 
的 に 春 別 せら る ゝ も の な り 。 筆者 は 同 選 
(CBA L, WAR OER AY IC 研究 し て 
LF e OFAC RES CHE YS ARIS 
Fayette に 於 て は 砂岩 層 を 欠く も, と れ よ 
り 東 方 に 至る に 従っ て, < OBER KK 
し て Texas の Frio fa ER CHILR BS 
WELOTV, COPLIEMRKRU BIS 
下部 層 な る Fayette heat 2 KRW L, 
Pa WW BASS 2%, RIC HCI 本 選 
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OPRAH UCWIic MaRS 
LOY 6 Ii し て 其 堆 積 相 は Fayette jy 
が littoral skit semi-marine な る に 反し 
Catahoula Jas littoral & Y }if%e lagoon 
YER eT % OFe VY CB. Am. A, Petr. 
Geol,, 17, 526~547, 1933) CAAD 
3145, RAF TWORUME Rosewarne, P. 
V., Campbell, W. P. 

Alberta の Turner Valley jc JA-c 1929 
~1930 の 間 の 天然 ナフサ の 風化 即ち ナチ 
7 ¥ OPEB ck SpE EWES VQ Bb 
Fi D BOUT FIF IC HSC (LRRD % LE CBLO 
天然 ナフサ が Bt IC 噴出 し, SHS 
分 離 探 取 し つ ヽ あり 。 そ の 分 離す る 間 に 
一 部 の ナフサ が Ripe ECHR L, tO 
減量 は 12 に 相 営 する LORY, HL 
て こと の 直接 測定 た て 得 た る 結果 は 分 析 上 
EUVATHICK UCHR SPRL Ee 
Fo COPRE RMB SHECKLU CH 
止 す る 事 を 得 れ ば 年 産 2~4 Bo We 
を 見 る 可 き も の な り 。 営 地方 に 於 て は 北 
編 せ る 液体 の 成分 , HEMET 3 4a OER 
及び weathering の 原因 等 に 就 て 充分 な 
SHR EMELISr.oOrV > CCanada 
Dep. Mine, Mine Bz., 725, 100~111, 
1933) 【 入 木 〕 

3146, 日 本 産 原油 拉 他 油分 の 研究 水田 
政吉 

AS Gin SC (SL SETS BAK FE KER BUT kV BE 
LEST -YYFTAY F FRB OE 
性 駄 及び 基 組 成 た 就き て 研究 せる も ゃ の な 
Do ARB it 芳香 族 炭 化 水 素 約 33 7% 
Wk, チラ テン 族 炭 化 水素 25% 以上 に し 
て アン チノ ッ タ 性 成分 約 502 RBA, M 
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LMCI 74 YREBRK EHS 
SEV CHAT t UCHR tr Sao 
Yo (HLA OW SYR eA ZR 
YC ERB tT SBS (LMA HE 
SAT SEES SL9~V, WUC 
WX FR BH IC LES SC FFA 23% HB 
に し て その 量 多 か ら ざ る も の な り 。 各 劉 
B PALIKAE D DAVE 2S F 7 4 RASH 


TAG, 7 7 7 Vy TRIS Wh BE LSE 共に 急減 


UX FERRARIS S% OV, Cth, 
36, 852~854, 1933) (AAD 
3147, EYVFROMRAR 磯部 Hi 

OB: 5 UL ANT LIC RD BH & SE 
et UMN DFAlatritnrsevsio 
加熱 分 解 方 法 (2) 加熱 分 解 中 の ピッ チ の 
Ai E (3) 理研 の 分 解 装 置 <4) BP RAE 
Hy (5) AE BUY © WAP C6) AE ert 2 a BY 
C7) 分 解 生 成 油 の 7KSRVEIN CS) A & 
ッ チ コー クス の 燃焼 及び 鼻 押 (9) ピッ チ 
ORDSARE YS i し て 之 等 の 研 完 
結果 ょ り ROM, 結論 もり, 即ち 石油 ピ 
YHIL S ASHE RB, EV FAK 7A 
KPA SRESb,LRE OBRCE 
SUSTENS IK CZROC VFR EMTS 
BB IC KY LIC HAM HS C—O tif & 
YFREM Le VF aK FAY IVY, 
重油 を 製造 し つ ヽ あり , 且 と の ピッ チコ 
ーー クス は カーポ ボン ポー ルル と し て アル ルミ ョ = 
ッ ウム 電解 に 鉄 く 可 か ら ざ る も の な り 。( 理 
報 12, 461~469, 1933) (AK) 
3148, Mondola WEJLOHE Twe- 
nhofel, W. H, etc. 

1H BE HEE (a AT HR Sg te S black- 
oo2e に た に UCHBERKIC CIMRYER VS 


ooze の 下部 は 暗色 を 時 する 堆積 な る る , 
深き LIICIK BIL A ICR SZ 4 OF 
り 。 ooze HD CaCOs 含量 は 水深 247 に 
て は 152%,61′ に て は 45% BV, ooze の 
中 間 部 に 於 で は 2324 に て 18%, 42’ に て 
94% RAAT © ft Ca,Mg の 炭酸 物量 は 
49~68% IK LCKKIK Ct 60% KU, 
SED RAP CULAR ATER ON DN FY 
ャ が 多 シ 敷 存在 し , HEE RY IC LG 
Mite 作用 を 時 する も の と 信 ぜ られ , 
CaCOs は PH HER ULE IC BA LC Uk 
We LYO6S 可 き も の な る も, 辻 際 に HK 
て は 10°289C pH 7:2~9.4 の 債 を 示し 
WE SLHEOMRIAR CE Whe b FH, 
CB. Geol. Soc, Am. 44, 104~105, 19335 
CAA 


ee AES EY) 


3149, =AkorH CaO-B2Os5 (ICHET 
Carlson, ET. 

FEC FR LORD GR2B2D KRAOH 
後 の 研 究 た に た ょ り 7B & 完成 し , HE 
Ht OSCE & PE? Vo Pig Hh RoO 
ARK A ls eh BE & PRI LCE 
た り し が ,B20s 及び CaO RMBs We 
せ ず 。 B203 に 富む 部 分 に は 不 混 性 液 相 

CaO. | CaO: 
化合 物 lp BoO3 B202 
燈 融 跡 | 9869 | 1154? 1479? 
Uniax, [Biax. Biax, |Uniax. 

c=) ©) GC) ©) 
= «= \ w= 
1.638| 1-550 1-585! 1.728|' 
pire 8 = 

1.660 


3Cag. 


w 


c= y= | 
1.586| 1.680 


H 40048) ip 


が 存在 し , 一 液 層 は 2396 CaO, 他 は 殆 ん 
ど 純 B20s の 成分 を 有 す 。 本 系 に は 別表 
の 4 化合 物 を 生じ ,51522, 640% 及び 

73:.02 CaO KP CRALMM EES 9 

STB BH LAS る を 特徴 と す 
(Bur. Stand. J. Res., 9, 825~832, 1932) 
GEA 

3150, 西南 アフ リカ の リ シ ヤ 雲母 斑 床 

de Kock, W. P. 

PRT 7) Di BV SV vvrBko 
HEPA a se Damara 地方 の Okong- 
ova Ost 附近 に 集中 せり 。 Damara 系 と 
WE SAO Bah CREA SUE 
岩 に 貫い て 慮 々 た ペグ マタ イト 岩 脈 を 生 
じ , その 最後 に 件 は れ た る 無 生 作 用 に ょ 
y lepidolite PERE % AF YG Hele lepido- 
lite は syngenetic の 者 と し て ペグ マタ イ 
ト 中 に 大 上 品 を な すもも の は SHEDS, 
主要 OY の は epigenetic の 成因 と し て 
lepidolite greisen と 笑 せ ちら る ょ 役 品 集合 
塊 を な し , 二 に 長石 及び BPREL LR 
代 し て 成 生 せり 。 含 リ シ ッ ム ぇ ム 太 物 と し て 
は rubellite, cookeite, zinnwaldite 及び ha- 
llerite を 件 ふ 。 (Trans. Geol. Soc. South 
Afr., 35, 97~113, 1933) (840) 

3151, SPMHLOKEAAY BE Wil- 
son, E. O., Lin, C, Y. 

閉 者 等 は 36 種 の MABE HI AD 水素 ィ 
a ン 濃 度 を hydrogen 及び quinhydrone 
耳 電 極 を 使用 し て 測定 せり 。 前 者 に よれ 
ば pH =4.00~7.5 fie SHAK DL 
が , 後者 の 結果 は 一 般 に 大 な り 。 RICH 
土 の 酸 度 と 媒 議 衣 OPA OBA RE ORT 
さく, PH=40 及び 6.4 BAT SEH 4 
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FRICHEC HIRE YG HFOMTF NAN 
Aa & tn BA bh & HY LY CHK S 
Coho RO ARGA Dike Uc 比較 を り 
7R¥E HLpH = 3-66~6.43 Of OFF +t 300 
~400°C MEIC C 最大 値 を 示し , 基 原 
Ait cn bia 
る に 因 る な る ご べく, 一 方 カオ リン 含量 の 
大 な る も の る も 同様 の 結果 を 興 ふさ べし 。 
(Geol. Buil., 20, 55~64, 1933045 7N) 
3152, Neuvode HMAMLORER 
Wager, R. 

Ta) Jb FE MT ACH: ARURIC BAL Heima- 
nn 及び Tannhiuse は 化 購 的 研究 より 本 
地方 の 北 編 岩 中 の 長 存 の 風化 成 生 物 と な 
し , ZICML v, Bubnoff + PW ER U 
TEWESIS © HIE k Y Eulengebirge o }¥ pit 
BkLIRNSLOL BEV, SAKA 
Fi OSE LO iia D Btn KD & BIE 
IRA, HPO Bao BPEIC & YH 
MEMEOSA LEV, OM RL 
Bit UCBRMARU Yn a YOM 
cite & Kil OB MAE GAT Vo 後者 
(SBE IRL LU CHRIES Ss BABE 
1 L, HOCH Hit SEPA 
べき も の に し て , 若 し Eulengebirge oh 
ak URBe bh LES MILO BHR 
ty & FRS-~ Le Hiawe VQ (Centl. Bit., 
Apt. A. 254~255, 1933) GSR) 

3153, RPO BIS Mullite の 
G4(% Bradley, A. J., Roussin, A. L. 

Bae ICH — 1c AE OS S ECHE TRE ih O 
APE VL AR TC HEIR © Lh & IL FH, sillimanite 
mullite, Beit SHAR eh & FEB VRS 
も の と 老 へ られ た り 。 著者 は 原料 及び 生 


xa 1.49 tb 
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RIO X 線 的 研究 を 行 ひ , KOM w+ 
リン に は 産地 tc k Y kaolinite, dickite 
及び nacrite の 3 型 の 存する と の 見 解 を 
確 め た り 。 こと これら 異 る 原料 より 作れ る 磁 
器 は sillimanite 及び mullite に 特有 の 名 
折 像 を 異 へ ず , 従 つ て 磁器 中 の Hi hs 
Hic AWS Ve &, Wf OLoORSE 
BLE V LAL, Lic porzite t BH ME 
LEY > HBO AHS 行 ば silli- 
manite は porzite |c#a4k し, A ACA RA: 
物 と し て は porzite は 最も ゃ 安全 な る も ゃ の 
XV, KX Mull BEKRG MEEBO 
HEE A OL, この 赤色 mullite は silliman- 
ite 及び 合成 mullite ょ り は は 一層 porzite 
に 近似 そる も る の と 述べ た りり 。 CTrans. 


Ceram, Soc., 31, 422~430, 1933C 吉木 〕 


BR 


3154, RAWRBRORMMBS WAR 

第 1 I< MEM be D BA HE AY TE IC BS S 
従来 の 方 法 に MCAS, 第 3 に 偏光 を 用 
S SHOR MRM Te SBICHV, HS 
RSC BEI tt FE GABE D Wh FE Te B BK 
を SRL, Oh 4 ic RARE EO iA 
ik Be OF ESE IC ET EE VG 

第 5 1 PEE & HAR (工業 分 析 
の 結果 うと の 開 係 , 第 i AMHR & LW 
時 代 と の BAGRIK BEC Ut, 第 7 に FERRE 
CD RANVIER EL CBC, 第 8 に SE bre PH 
の 系 統 に BC ak ~, 第 9 に 無煙 炭 の 根源 
KET S HSV, 

著者 の 結論 に ょ れ ば , WE O 重要 な 
る 成分 は Clastoxylon, Metadurain, euvi- 
train 及び Fusain ic UC, Step IC IAT 


「 は その 高度 と 炭化 に ょ り 柄 物 組織 の 保存 


は 不良 に し て 僅か に 保存 され た る も の る も 
HES OF CIES NEB LE Lo 
支那 無煙 炭 は 次 の 3 種類 に 分 つ を 得 さ し 。 

1. Ligno-cellulosic anthracite 

2. Cutinic anthracite 

3. Powdered ” 
(中 園地 質 , 12, 153~171, 1933) C#a 
3155, MHALRMARRBARRS 
Ch—TORE ALAMO AEBS 
及 す 影響 

1. KpPRGRL UC, MLR MEE 33 
種 の 炭 種 に 就 て 工業 分 析 を 行 ひ ;, 2 倍 量 
© PME A ORRIN Ee (8) & dn 
試験 を 行 ひ 流出 油 量 と その 比重 及び 御成 
Pipe PD it BWV KKK NILA 
KROES Rte O BGA WTS ¢ 
HOW baie Hise < Kiem te 

2. BME Te BC UR De UF Iii) AE SR RE De AL IS HS 
Re PEA be D SAIC BE ibe BE IS 
AGA IC & UPPER Sec AGRE 
fi~Vq COMB £HISALRMO 
加 に FEO HAWS T rE OAD 
比重 は 小 と な り , 添加 量 3 倍 以上 と なれ 
ば 比重 0-82~0-85 2 と な り 色 は 水 白 色 と な 
れ り 。 自 土 を 添加 すれ ば 乾 溜 温度 1509C 
PIPE IS BSC BRC HA es > Feed A YH aE 
300° 350°C IC HSC BKK S¥L 400°~ 
450°C に て 完了 す 。 そ の 比重 は 0-824GK 
加 せ ざる 場合 は 0.9326 う な り 。 酸 性 白土 の 
PRIM IC kV PERS ANT oC 工 化 , $6, 
1028~1034, 昭 8 4A) CHB SLD 
3156, ARPSICMT Cu-Kohle of 
32 $4 — $1) > —) Fischer, Fr., Peters, K., 


DAZE, WABI, AUB 


¥S 42050) i 


Bk Ht 150 


Cremer, W. 

従来 と 異な り 炊 の 如き 方 法 に て Fett- 
Kohle の 湊 青 の 分 離 試験 を 試み 上 呈 つ 眞 宰 
恭 溜 に よる 分 離 を も 試み た る も の な り 。 
MAE L LPB & Benzol に 深 解 し 所 
#4 KieselgurGe yy ic#} U 1:1) obi 
LORRY RE LODLORAS- FW 
或 は ェ ー テ ル に て 抽出 し Olbitumen を 決 
定 す る に あり 。 

その 結果 に Leis, HAL VY エー テル 
或 は 石油 ェ テー テル に て 上 涼 の 如く に し て 
得 た る Olbitumen の 量 は 直接 U-Kohle ょ 
Y ZEOMRMIC CHS SHEL VEDIC 
多く , 叉 U-Kohle OMS ICH CRE 
(Py Et X SARE ICSC _L AE -— A 
PYRG kV thie Aye a OT ye RX 
Lo ZHEORM: 0 SH iw aA 
中 に 於 て 緊密 に 吸着 せら る ヽ くも の な り と 
推定 そり 。 CBrennstoff-Chem. 14, 182~ 
184, 1933) C 鈴 見 〕 
3157, 石炭 の 水素 添加 の 結果 生じ た る 涯 
青 様 物質 C-Kohle の 研究 第 一 報 の 二 ) 
Fischer, Fr. Peters- K., Cremer, W. 
著者 は u-Kohle を 酸化 モリ プ デ ン を 
BARRE し て 水素 添加 を 試み 新しく 源 青 
RMA OIET SBRLBY, Ze Pseud 
bitumen と 稀 し 各 方 面 より 研究 せり 。 
その 結果 に ょ れ ば , 石炭 は その 分 解 温 
度 以下 に 於 て 水素 添加 た に た ょ り て 湊 青 様 物 
BRASS IO Pseud bitumen は 石 
jx@® Depolymerisation と 水素 の 作用 と 
KEV AUK SLOT, PAOD 源 青 と 
同様 の 性 質 を 保有 し 例 へ ば 抽出 に た ょ り 河 


結 性 を 失 へ る 石炭 或 は Magel kohle に 
FLO FE & IE Lt 3 CBSO ML Fest 
bitumen を 同じ くく 水素 添加 すれ ば O"lb- 
itumen を 生 ず 従 つて 所 証 hydrierende 
Depolymerisafion は Magel kohle ょ VY 
Fest bitumen を 絞 て Olbitumen まで 階 
段 的 に 進行 する も の な り 。 Brennstoff- 
Chem. 14, 181~182, 1933) C#8H) 
3158, 空気 醒 化 に よる 結晶 性 酸化 生成 物 
の 生成 に 上 就 い て (U-Kohle の 研究 第 三 報 ) 
Fischer, Fr. Peters, K., Cremer, W. 

ARPRICU-Kohle & fi CHR IK i 
酸化 すれ ば 225°~250°C 及び 300°~ 
850°C IC CH TED HE BE AEF S Hh 
DAY ALT vy = =v CBB YR 
Ate CAL0°C ic HT 3 時 間 う は Benzol に 
可溶性 物質 を 失 ひ アン モニ = ャ に 可 深 の アァ 
ル ん コール 抽出 物質 を 増加 す 。 

次 に Bitumen, Pseud bitumen, +h Hy ee, 
褐 炭 , 木炭 等 を 同様 に ZB SAP ICC 加熱 す 
aid) UC AE e-E CALORIE, 
ARE ET EH VIC TRE CRS 

PR thie & EA IC RT EDO Hh 
HED & FS Dar icc CO 上 CO2 KE & 
BAT 9 WU CRttee RAM BUC kV 


アン モ = ヤ に 将 す る 可 浴 性 を 失 ふ る の な 


Yo HAIER LSA IC HET ER OE 
BR & ADR Ham BSE VQ 

fr UME IC BST B CRE IS A) & し て 固体 燃 
料 の 酸化 反 護 は Carbonyl 或 は Carboxyl 
AAMAS EMic PRT SL も の と 
す 。 CBrennstoff-Chem., 14, 184~187, 
1933) Ci 51) 
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